
は
じ
め
に

本
稿
は
、
生
活
改
善
運
動
が
農
村
に
与
え
た
影
響
を
、
女
性
用
の
野
良
着
改
善

を
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
に
、
生
活
改
善
同
盟
会
か
ら
は
じ
ま
る
諸

雑
誌
・
諸
団
体
の
仕
事
着
改
良
に
関
す
る
取
り
組
み
を
概
括
し
、
第
二
に
、
静
岡

県
田
方
郡
田
中
村
（
現
伊
豆
の
国
市
）
を
事
例
と
し
て
、
諸
雑
誌
・
団
体
の
取
り

組
み
が
こ
の
地
域
の
「
野
良
着
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

生
活
改
善
運
動
は
、
衣
食
住
や
冠
婚
葬
祭
と
い
っ
た
生
活
全
般
の
合
理
化
を
目

指
す
官
製
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後

ま
で
官
民
諸
団
体
に
よ
っ
て
断
続
的
に
行
わ
れ
た
。
な
か
で
も
本
稿
で
は
、
一
九

二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
に
発
足
し
た
生
活
改
善
同
盟
会
が
最
初
に
提
唱
し
た
仕

事
着
の
改
良
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
ど
の
よ
う
に
農
村
に
受
容
さ
れ
定
着

し
た
の
か
を
と
り
あ
げ
る
。
生
活
改
善
同
盟
会
は
、
一
九
二
〇
年
に
文
部
省
の
外

郭
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
、『
生
活
改
善
の
栞
』（
二
八
年
）
や
『
農
村
生
活
改
善

指
針
』（
三
一
年
）
を
発
表
し
て
、
従
来
の
生
活
の
問
題
点
を
指
摘
し
改
善
の
指

針
を
示
し
た
（
１
）
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
生
活
改
善
同
盟
会
が
示
し
た
改
善
の
方
針

は
ま
ず
都
市
に
住
む
新
中
間
層
へ
受
容
さ
れ
、
次
い
で
民
力
涵
養
運
動
（
２
）
や
農
山
漁

村
経
済
更
生
運
動
と
い
っ
た
官
製
の
運
動
を
通
じ
て
農
山
漁
村
へ
と
広
が
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
生
活
改
善
同
盟
会
が
示
し
た
生
活
の
合
理
化
策
が
諸
運
動
の
中
で

決
め
ら
れ
た
市
町
村
・
集
落
レ
ベ
ル
の
申
合
せ
事
項
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
都
市
に
お
い
て
も
農
村
に
お
い
て
も
、
生
活
改
善
運
動
の
実
践
は
生

活
改
善
同
盟
会
の
直
接
の
影
響
下
に
は
な
く
、
同
会
以
外
の
諸
雑
誌
・
諸
団
体
が

介
在
す
る
こ
と
で
始
め
て
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
農
村
へ
影

響
を
与
え
た
の
は
、
当
時
農
村
で
最
も
普
及
し
て
い
た
雑
誌
『
家
の
光
』
及
び
農

山
漁
村
経
済
更
生
運
動
の
担
い
手
と
し
て
全
国
に
設
置
さ
れ
た
産
業
組
合
、『
婦

人
之
友
』
記
事
で
の
啓
発
の
み
な
ら
ず
農
村
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
を
築
い
て
生
活
の
合

理
化
を
呼
び
か
け
た
『
婦
人
之
友
』
友
の
会
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
生
活
改

農
村
生
活
改
善
に
よ
る
改
良
野
良
着
の
普
及
と
モ
ン
ペ

尾
崎（
井
内
）智
子

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
号

二
〇
一
六
年
三
月
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善
を
目
指
す
生
活
改
善
同
盟
会
以
外
の
団
体
は
、
同
盟
会
が
資
金
難
か
ら
活
動
を

停
滞
さ
せ
る
の
と
は
対
照
的
に
（
３
）
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
活
動
を
活
発
化
さ
せ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
都
市
や
農
村
で
実
際
に
活
動
し
た
経
験
を
背

景
に
、
一
九
三
七
年
以
降
の
戦
時
統
制
期
に
、
国
家
政
策
と
社
会
に
対
し
て
、
よ

り
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
。

二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
、
生
活
改
善
運
動
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
歴
史
学
及

び
民
俗
学
の
分
野
で
研
究
が
進
ん
で
き
た
。
ま
ず
、
歴
史
学
の
研
究
で
は
日
本
の

戦
前
・
戦
後
は
も
と
よ
り
中
国
（
４
）
・
韓
国
・
台
湾
の
分
析
が
進
み
、
国
際
比
較
も
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
運
動
を
動
か
す
理
念
や

運
動
が
必
要
だ
っ
た
背
景
は
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
生
活
改
善
運
動
が
本
当
に

実
践
さ
れ
た
の
か
。
本
当
に
個
人
の
生
活
に
ま
で
入
り
込
み
、
生
活
を
変
化
さ
せ

ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

本
研
究
は
村
レ
ベ
ル
の
運
動
を
と
り
あ
げ
、
個
々
人
の
生
活
の
変
化
に
踏
み
込
も

う
と
す
る
点
で
、
次
に
あ
げ
る
民
俗
学
の
研
究
と
問
題
意
識
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

田
中
宣
一
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
学
の
生
活
改
善
運
動
研
究
は
、
日
本
の
主
に

戦
後
の
運
動
に
つ
い
て
、
民
俗
調
査
や
地
域
の
史
資
料
か
ら
実
態
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
（
５
）
。
こ
の
よ
う
な
実
態
研
究
は
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
べ
き
だ
が
、

「「
官
」
側
の
企
画
・
働
き
か
け
」
に
対
し
て
「「
民
」
側
の
意
思
・
工
夫
・
実
行
（
６
）
」

を
重
視
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
次
の
二
点
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は

第
一
に
、
地
域
の
実
践
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
で
全
国
的
な
運
動
へ
と

展
開
す
る
過
程
、
第
二
に
全
国
的
な
運
動
が
国
家
政
策
へ
影
響
を
与
え
る
可
能
性

で
あ
る
。
第
二
の
点
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
の
は
こ
れ
ら
の
研
究
が
戦
後
の
生

活
改
善
運
動
を
主
な
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
生
活
改

善
運
動
が
集
約
さ
れ
政
策
へ
影
響
を
与
え
た
の
は
戦
時
統
制
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
戦
時
統
制
期
の
運
動
を
反
省
し
て
、
戦
後
に
始
ま
っ
た
生
活
改
善
運
動
は
各

地
の
実
践
を
集
約
す
る
こ
と
に
消
極
的
だ
っ
た
（
７
）
。
し
か
し
、
第
一
の
点
の
閑
却
す

る
の
は
、
か
え
っ
て
「「
民
」
側
の
意
思
・
工
夫
・
実
行
」
を
過
小
評
価
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
田
中
宣
一
『
暮
ら

し
の
革
命
』
の
「
お
わ
り
に
」
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
地
産
地
消
や
六
次
産
業
化
と

い
っ
た
「「
民
」
の
「
ニ
ー
ズ
」
に
よ
っ
て
生
起
し
た
」
動
き
も
（
８
）
、
実
際
に
は
先

駆
的
な
事
例
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
的
に
広
ま
っ
て
い

る
。
地
域
で
の
実
践
は
全
国
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
点
で
、
戦

後
の
運
動
も
戦
前
の
生
活
改
善
運
動
と
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
本
研
究
が
と

り
あ
げ
る
仕
事
着
の
改
良
は
、
生
活
改
善
同
盟
会
と
い
う
文
部
省
の
外
郭
団
体
か

ら
始
ま
っ
た
運
動
だ
が
、
諸
雑
誌
・
諸
団
体
を
介
し
て
「
民
」
側
の
創
意
工
夫
を

取
り
込
み
、
全
国
へ
広
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
戦
時
統
制
期
に
は
女
性
の
国
民

服
の
問
題
へ
と
影
響
を
与
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
以
下
に
こ
の
過
程
を
、
雑
誌
・

新
聞
記
事
、
地
域
の
史
資
料
の
ほ
か
、
戦
前
・
戦
時
中
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
民
俗

調
査
を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

民
俗
学
の
分
野
で
は
宮
本
勢
助
に
よ
る
「
山
袴
」
収
集
や
瀬
川
清
子
に
よ
る

「
着
物
」
調
査
を
始
め
と
し
て
（
９
）
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
全
国
的
な
規
模
の
「
仕
事

着
」「
労
働
着
」
調
査
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
都
道
府
県
単
位
の
詳
細
調
査
が
別
個

に
行
わ
れ
て
き
た
（
１０
）
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
を
資
料
と
し
て
用
い
る
が
、
諸
調

査
報
告
書
で
使
わ
れ
た
「
仕
事
着
」「
労
働
着
」
の
名
称
で
は
な
く
、「
野
良
着
」

と
い
う
言
葉
を
本
文
で
は
使
う
こ
と
と
す
る
。「
野
良
着
」
は
田
畑
や
山
と
い
っ

た
戸
外
労
働
で
着
る
服
の
意
味
で
、
本
稿
で
は
漁
業
・
水
産
業
に
従
事
す
る
際
の

服
装
は
含
ま
な
い
。
こ
れ
は
漁
業
・
水
産
業
で
は
生
活
改
善
同
盟
会
が
提
唱
し
た

「
働
き
や
す
い
」「
能
率
的
」
な
服
装
の
形
態
が
大
き
く
異
な
り
、
ま
た
漁
村
・
漁

港
に
は
農
山
村
と
は
別
の
文
化
伝
達
の
ル
ー
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
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第
一
章

諸
雑
誌
・
諸
団
体
に
よ
る
野
良
着
改
良
の
宣
伝

第
一
節

昭
和
初
期
の
野
良
着
と
『
農
村
生
活
改
善
指
針
』

一
九
二
四
（
大
正
一
五
）
年
に
生
活
改
善
同
盟
会
に
設
置
さ
れ
た
農
村
生
活
改

善
調
査
委
員
会
は
、
三
一
年
に
調
査
を
完
了
し
『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
を
発
表

し
た
。
生
活
改
善
同
盟
会
は
二
四
年
に
『
生
活
改
善
の
栞
』
と
い
う
全
国
向
け
の

方
針
を
出
し
て
い
る
が
、『
生
活
改
善
の
栞
』
で
は
「
農
村
に
し
つ
く
り
適
合
し

な
い
（
１１
）
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
と
い
う
。
こ
の
声
に
応
え
、
一
九
二
四
年
度
か
ら

新
た
に
委
員
会
を
設
け
て
、
農
村
に
則
し
た
指
針
を
示
し
た
も
の
が
『
農
村
生
活

改
善
指
針
』
で
あ
る
（
１２
）
。

史
料
１

『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
よ
り
「
衣
服
の
改
善
（
１３
）
」

一
、
衣
服
の
構
造
及
様
式
は
衣
服
本
来
の
職
能
を
顧
慮
し
、
成
る
可
く
之
を

簡
単
に
し
て
製
作
に
手
数
を
要
せ
ず
、
且
つ
活
動
労
作
の
自
由
を
妨
げ
ざ

る
も
の
と
し
た
い

二
、
備
付
衣
服
の
種
類
及
枚
数
を
少
く
し
て
被
服
費
を
節
約
し
た
い

三
、
衣
服
地
は
木
綿
使
用
を
奨
励
し
従
来
の
習
慣
に
囚
は
る
ゝ
事
な
く
、
衣

服
の
種
類
と
用
途
と
に
よ
つ
て
其
の
選
択
を
適
当
に
し
た
い

四
、
衣
服
地
は
な
る
べ
く
無
地
、
型
付
及
び
縞
物
を
奨
励
し
た
い

五
、
反
物
は
広
幅
長
尺
の
も
の
を
利
用
す
る
様
に
し
た
い

六
、
衣
服
は
常
に
洗
濯
手
入
れ
を
行
ひ
、
肌
衣
は
特
に
注
意
し
て
清
潔
な
も

の
を
着
る
様
に
し
た
い

七
、
寝
具
に
は
上
敷
を
用
ひ
る
や
う
に
し
た
い

八
、
男
子
の
礼
装
は
和
服
の
場
合
に
は
羽
織
（
黒
紋
付
）
袴
を
用
ひ
る
の
を

本
体
と
す
る
、
併
し
事
情
に
よ
つ
て
は
其
の
何
れ
か
一
方
を
用
ひ
て
も
差

支
へ
な
い
、
尚
凶
事
で
略
装
の
場
合
は
喪
章
を
附
す
る
こ
と
に
し
た
い

九
、
男
子
の
労
働
服
は
次
の
何
れ
か
に
し
た
い

イ
、
半
纏
、
腹
掛
、
股
引

ロ
、
シ
ヤ
ツ
及
び
半
ヅ
ボ
ン

ハ
、
シ
ヤ
ツ
及
び
ゴ
ル
フ
式
ヅ
ボ
ン

ニ
、
詰
衿
洋
服
及
び
脚
絆

ホ
、
労
働
の
種
類
に
よ
つ
て
は
上
つ
張
り
、
冠
り
物
等
を
用
ひ
る
こ
と

一
〇
、
婦
人
の
礼
装
は
吉
凶
と
も
に
無
地
紋
附
を
本
体
と
し
模
様
あ
る
も
可

い
、
喪
服
と
し
て
の
使
用
に
は
喪
章
を
附
け
る
こ
と
に
し
た
い
、
事
情
に

よ
つ
て
は
吉
凶
と
も
縞
物
を
用
ひ
て
よ
ろ
し
い

一
一
、
婦
人
平
常
服
は
袂
を
短
く
し
帯
幅
を
狭
く
し
下
ば
き
を
用
ひ
る
様
に

し
た
い

一
二
、
婦
人
の
仕
事
着
は
次
の
様
に
し
た
い

活
動
の
自
由
を
妨
げ
ぬ
為
め
仕
事
着
は
筒
袖
に
改
め
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

そ
し
て
モ
ン
ペ
、
カ
ル
サ
ン
の
類
を
用
ひ
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

一
三
、
衣
服
調
製
の
際
は
次
の
様
な
注
意
が
し
た
い

イ
、
無
用
の
衣
類
を
多
数
作
る
代
り
に
必
要
な
品
は
出
来
る
だ
け
実
質

の
よ
い
も
の
を
一
揃
作
る
こ
と

ロ
、
古
衣
を
購
入
又
は
譲
り
受
け
た
る
時
は
十
分
に
消
毒
を
行
ふ
こ
と

ハ
、
裁
ち
方
及
び
縫
ひ
方
に
今
一
層
研
究
工
夫
す
る
こ
と

一
四
、
子
供
服
は
次
の
様
に
し
た
い

（
略
）

一
五
、
男
児
洋
服
は
次
の
様
に
し
た
い

（
略
）

一
六
、
女
児
の
洋
服
は
次
の
様
に
し
た
い

（
略
）

一
七
、
嬰
児
服
は
次
の
様
に
し
た
い

（
略
）
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一
八
、
農
村
の
履
物
は
現
在
の
儘
で
よ
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
土
地
に
よ
つ
て

は
ゴ
ム
靴
な
ど
の
利
用
を
勧
め
た
い

右
は
『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
か
ら
、「
衣
服
の
改
善
」
の
部
分
を
抜
粋
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
項
目
は
『
生
活
改
善
の
栞
』
に
も
書
か
れ
て
い
る
も

の
で
、『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
が
服
装
改
善
の
基
本
的
な
考
え
方
を
『
生
活
改

善
の
栞
』
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。『
生
活
改
善
の
栞
』
は

こ
の
項
目
を
詳
述
し
て
お
り
、
そ
れ
を
読
む
と
、
服
装
の
改
善
は
、
旧
慣
に
と
ら

わ
れ
ず
服
の
模
様
や
所
蔵
数
を
制
限
し
、
形
も
簡
易
に
す
る
こ
と
、
及
び
衣
服
そ

れ
ぞ
れ
の
「
職
能
」
に
応
じ
て
機
能
的
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
（
１４
）
。
次
に
、
農
村
の
実
情
に
合
わ
せ
て
『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
に
新
た
に
付
け

加
え
ら
れ
た
項
目
が
、
下
着
の
洗
濯
（
第
六
項
）
や
古
着
の
消
毒
（
第
十
三
項

ロ
）
と
い
っ
た
衛
生
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
逆
に
、『
生
活
改
善
の
栞
』
に
は

あ
っ
た
、
服
装
は
男
女
を
問
わ
ず
洋
装
化
を
目
指
す
と
い
う
項
目
は
無
く
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
も
都
市
ほ
ど
洋
装
化
が
進
ん
で
い
な
い
農
村
の
実
情
を
考
慮
し
て
省

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
第
九
項
ロ
・
ハ
・
ニ
で
は
男
子
の
労
働
服

と
し
て
「
シ
ャ
ツ
」「
ヅ
ボ
ン
」「
詰
衿
洋
服
」
が
奨
め
ら
れ
て
お
り
、
当
時
、
都

市
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
農
村
に
も
洋
服
が
普
及
し
つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。

冒
頭
で
ふ
れ
た
民
俗
学
の
広
域
的
調
査
は
、
ど
れ
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
既

製
服
が
入
っ
て
一
変
す
る
以
前
の
「
伝
統
的
」
な
野
良
着
の
姿
を
調
べ
た
も
の
だ
（
１５
）
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
で
わ
か
っ
た
の
は
一
般
に
伝
統
的
で
変
化
が
な
い
と

思
わ
れ
が
ち
な
野
良
着
も
、
実
際
に
は
絶
え
間
な
く
変
化
し
て
き
た
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
す
る
と
、
昭
和
初
期
の
野
良
着
の
状
況
は
次

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

野
良
着
の
形
態
は
、
ま
ず
（
１
）
上
半
身
・
下
半
身
に
つ
け
る
衣
服
が
分
か
れ

て
い
な
い
一
部
式
構
成
（
ワ
ン
ピ
ー
ス
）
の
も
の

（
２
）
上
半
身
に
つ
け
る
衣

服
と
下
半
身
に
つ
け
る
衣
服
が
分
か
れ
て
い
る
二
部
式
構
成
（
ツ
ー
ピ
ー
ス
）
の

も
の

に
大
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
（
２
）
の
二
部
式
構
成
の
も
の
は
下
半
身
に
着

る
衣
服
が
、
�
コ
シ
マ
キ
型
�
モ
モ
ヒ
キ
型
�
ヤ
マ
バ
カ
マ
型

の
三
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
分
類
の
参
考
と
し
て
表
１
に
、
長
く
『
家
の
光
』
で
農
村
生
活
改
善
に

尽
し
た
梅
山
一
郎
（
１６
）
に
よ
る
野
良
着
の
分
類
を
示
し
た
。

表
一
で
は
「
襷
を
か
け
、
裾
を
端
し
折
」
っ
た
も
の
が
（
１
）
の
一
部
式
構
成

に
あ
た
る
。「
上
衣
と
腰
ま
き
」「
上
衣
と
股
引
」「
着
物
と
モ
ン
ペ
イ
」
は
全
て

表１ 梅山一郎による野良着の分類（１７）

③

着
物
と
モ
ン
ペ
イ
の
も
の

出典：梅山一郎『村の文化建設』汎洋社、1941年

（２）

②

上
衣
と
股
引
の
も
の

①

上
衣
と
腰
ま
き
の
も
の

（１）

襷
を
か
け
、
裾
を
端
し
折

り
、
ゆ
も
じ
の
色
を
美
し

く
出
し
た
も
の

分類

参考図

服の説明
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（
２
）
の
二
部
式
構
成
で
、
順
に
�
�
�
に
対
応
し
て
い
る
。
二
部
式
構
成
に
な

る
と
、
一
部
式
構
成
と
は
異
な
り
、
上
衣
の
丈
が
短
く
、
袂
も
短
く
な
り
動
き
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
（
２
）
の
う
ち
、
�
と
�
の
下
衣
は
、
�
と
は
異
な
り

股
が
分
か
れ
て
い
る
点
は
同
じ
だ
が
、
�
の
「
股
引
」
は
脚
に
密
着
す
る
形
、
�

の
「
モ
ン
ペ
イ
」
は
脚
に
密
着
は
し
な
い
形
で
あ
る
。
民
俗
学
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

（
２
）
�
の
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
に
は
、
も
と
は
「
モ
ン
ペ
イ
」「
カ
ル
サ
ン
」

「
タ
ッ
ツ
ケ
」「
ユ
キ
バ
カ
マ
」
な
ど
様
々
な
地
域
ご
と
の
名
称
が
あ
っ
た
が
（
後

掲
表
３
も
参
照
）、
梅
山
の
表
１
で
は
「
モ
ン
ペ
イ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
後
述
し
た
い
。

近
代
に
入
っ
て
、
野
良
着
は
様
々
な
形
の
下
衣
（
�
〜
�
）
の
導
入
に
よ
っ
て

ワ
ン
ピ
ー
ス
か
ら
ツ
ー
ピ
ー
ス
へ
（
上
衣
が
長
着
か
ら
短
着
へ
）、
ツ
ー
ピ
ー
ス

の
中
で
も
下
衣
が
�
か
ら
�
�
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
変
化
の
度
合
い
は

男
性
の
方
が
早
く
、
大
正
末
・
昭
和
初
期
に
は
全
国
的
に
既
に
男
性
の
野
良
着
は

（
１
）
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、（
２
）
�
の
モ
モ
ヒ
キ
型
が
主
流

と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
（
写
真
１
）。
そ
し
て
、
東
北
地
方
の
寒
冷
化
、
関
東
甲

信
越
・
北
陸
地
方
の
山
地
で
は
、
冬
場
の
防
寒
着
・
日
常
着
・
野
良
着
と
し
て
ヤ

マ
バ
カ
マ
型
下
衣
が
用
い
ら
れ
た
。

そ
し
て
男
性
の
場
合
、
地
域
に
よ
っ
て
は
明
治
末
期
よ
り
上
衣
が
シ
ャ
ツ
に
代

わ
り
、
ズ
ボ
ン
も
野
良
着
と
し
て
用
い
ら
れ
る
な
ど
野
良
着
の
洋
装
化
も
進
ん
だ
。

当
該
期
の
農
村
で
は
、
家
計
管
理
を
し
て
い
た
の
は
大
抵
男
性
で
、
服
も
外
出
機

会
の
多
い
男
性
の
も
の
か
ら
新
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
１８
）
。
古
く
な
っ
た
晴
れ

着
を
野
良
着
に
お
ろ
す
の
は
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
た
め
男
性
の
野
良
着

の
洋
装
化
は
早
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
次
章
で
と
り
あ
げ
る
静
岡
県

は
、
全
国
的
に
み
て
も
洋
装
化
が
早
く
進
ん
だ
地
域
で
、
大
正
時
代
の
末
に
若
者

の
野
良
着
は
「
シ
ャ
ツ
」
が
主
流
で
、
下
衣
も
「
ズ
ボ
ン
」
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
（
１９
）
。

『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
の
第
九
項
は
、
男
性
の
野
良
着
の
変
化
を
追
認
し
、
促

進
す
る
た
め
の
項
目
だ
っ
た
と
い
え
る
。

一
方
、
男
性
に
比
べ
、
女
性
の
野
良
着
は
変
化
が
緩
や
か
で
洋
装
化
は
ほ
ぼ
進

ん
で
い
な
い
と
み
て
よ
く
（
２０
）
、
地
域
差
も
、
よ
り
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
た
。
東
北

地
方
で
は
（
２
）
�
の
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
が
多
く
、
こ
の
形
態
は
日
本
列
島
の
山
間

部
を
縦
断
し
て
点
在
し
四
国
に
至
る
（
２１
）
。
そ
し
て
平
地
の
野
良
着
は
、
関
東
以
北
で

の
（
２
）
�
の
モ
モ
ヒ
キ
型
と
近
畿
以
南
の
（
２
）
�
の
コ
シ
マ
キ
型
に
分
け
ら

れ
、
場
所
に
よ
っ
て
は
（
１
）
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
形
態
も
残
っ
て
い
た
（
写
真

２
）。

『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
第
一
二
項
に
書
か
れ
て
い
る
「
モ
ン
ペ
」「
カ
ル
サ

写真２ ワンピースの野良着の
事例

出典：中村たかを編『日本の労

働着』１９８８年、図３―１１

写真１ 男性の一般的な野
良着の事例

出典：文化庁『日本民俗地

図Ⅶ（衣生活）』１９８２

年、図版１６
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ン
」
は
ど
ち
ら
も
（
２
）
�
に
あ
た
り
、『
生
活
改
善
の
栞
』
で
は
同
じ
項
目
に

そ
れ
ぞ
れ
「
東
北
で
用
ふ
る
袴
の
一
種
」、「
中
国
で
用
ふ
る
袴
の
一
種
」
と
説
明

書
き
が
あ
る
。『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
は
女
性
の
野
良
着
に
、
洋
装
化
は
求
め

ず
、
和
服
の
ま
ま
上
衣
の
袂
を
短
く
す
る
こ
と
、
及
び
東
日
本
と
山
間
部
で
用
い

ら
れ
て
い
た
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
を
着
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

生
活
改
善
同
盟
会
が
出
し
た
『
生
活
改
善
の
栞
』『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
の

内
容
は
、
諸
雑
誌
で
報
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
「
モ
ン
ペ
」
の
奨
め
は
、

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
『
婦
人
之
友
』『
家
の
光
』
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
２２
）
。

『
婦
人
之
友
』
は
都
会
の
家
事
で
「
モ
ン
ペ
」
を
使
う
こ
と
を
奨
め
る
も
の
、『
家

の
光
』
は
野
良
着
と
し
て
使
う
こ
と
を
奨
め
る
も
の
だ
。
こ
の
う
ち
、『
婦
人
之

友
』
は
後
述
す
る
よ
う
に
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
野
良
着
の
改
善
に
も
取
り
組

み
始
め
る
。
次
節
で
は
、『
家
の
光
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
雑
誌
及
び
団
体
が
ど

の
よ
う
に
野
良
着
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

第
二
節

諸
雑
誌
・
団
体
に
よ
る
改
良
野
良
着
普
及
の
取
り
組
み

戦
前
期
の
野
良
着
改
良
に
、
最
も
継
続
的
に
取
り
組
み
各
地
に
影
響
を
与
え
た

雑
誌
は
、
産
業
組
合
中
央
会
が
発
行
す
る
月
刊
誌
『
家
の
光
』
で
あ
る
。
一
九
二

五
年
に
創
刊
さ
れ
た
同
誌
は
、
創
刊
時
は
二
万
五
〇
〇
〇
部
の
発
行
に
留
ま
っ
た

も
の
の
、
編
集
主
任
梅
山
一
郎
に
よ
る
農
村
大
衆
向
け
の
編
集
方
針
の
成
功
や
、

賀
川
豊
彦
の
連
載
小
説
『
乳
と
蜜
の
流
る
ゝ
里
』
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
部
数
を
伸

ば
し
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
は
二
〇
万
部
、
一
九
三
五
年
に
は
一
〇
〇
万

部
を
超
え
る
発
行
部
数
を
記
録
し
た
（
２３
）
。
娯
楽
の
少
な
い
農
村
で
購
読
者
以
外
に
廻

し
読
み
も
さ
れ
る
な
ど
、
読
ん
で
な
い
も
の
は
い
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
普
及

し
た
雑
誌
だ
。
ま
た
、
野
良
着
の
改
善
に
は
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
一

九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
ま
で
の
記
事
を
分
析
し
た
高

橋
知
子
・
夫
馬
佳
代
子
に
よ
れ
ば
、
こ
の
間
、
同
誌
は
一
六
種
類
の
「
農
村
婦
人

作
業
服
」
を
誌
面
で
紹
介
し
た
と
い
う
（
２４
）
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
一
九
二
六
（
昭

和
元
）
年
八
月
と
九
月
に
「
簡
単
に
で
き
る
婦
人
労
働
服
」「
男
子
労
働
服
の
拵

方
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
２５
）
、
こ
れ
が
最
も
初
期
の
記
事
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ

の
最
初
の
「
婦
人
労
働
服
」
紹
介
は
、
生
活
改
善
同
盟
会
で
『
生
活
改
善
の
栞
』

作
成
に
関
わ
っ
た
高
木
鐸
子
が
記
事
を
書
い
て
い
る
。

『
家
の
光
』
の
野
良
着
改
善
に
関
す
る
記
事
は
お
お
む
ね
、
高
木
の
よ
う
な
識

者
に
よ
る
誌
上
講
習
（
作
り
方
の
掲
載
）、
先
進
的
な
人
や
地
域
・
団
体
の
実
践

報
告
、
懸
賞
金
を
か
け
て
の
優
良
事
例
の
募
集
、
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
こ

の
う
ち
人
、
地
域
・
団
体
の
実
践
報
告
を
み
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
同

じ
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
は
『
家
の
光
』
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ

で
『
家
の
光
』
に
限
ら
ず
当
時
の
新
聞
記
事
や
各
地
の
農
会
報
な
ど
を
み
た
結
果
、

管
見
の
限
り
、
集
落
や
村
・
郡
レ
ベ
ル
で
は
北
海
道
山
越
郡
八
雲
村
（
２６
）
、
静
岡
県
田

方
郡
田
中
村
、
岡
山
県
阿
哲
郡
万
歳
村
婦
人
会
（
２７
）
、
佐
賀
県
杵
島
郡
橘
村
納
手
実
行

組
合
、
福
岡
県
田
川
郡
方
城
村
、
長
野
県
東
筑
摩
郡
産
業
組
合
（
２８
）
が
取
り
組
み
、
県

レ
ベ
ル
で
は
山
形
県
農
会
（
２９
）
、
山
梨
県
教
育
会
、
岐
阜
県
農
会
（
３０
）
・
山
口
県
社
会
課
（
３１
）
・

兵
庫
県
婦
人
会
（
３２
）
が
取
り
組
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
全
国
へ
向
け
た
取
り
組
み
も
表
２

で
示
し
た
よ
う
に
『
家
の
光
』
以
外
に
四
つ
の
雑
誌
・
団
体
が
行
っ
て
い
る
。
以

下
、
全
国
向
け
の
取
り
組
み
を
順
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫
妻
に
よ
っ
て
創

刊
さ
れ
た
『
婦
人
之
友
』
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
モ
ン
ペ
」
記
事
を
い
ち
早
く

掲
載
す
る
な
ど
服
装
の
合
理
化
に
熱
心
で
、
初
期
か
ら
誌
面
で
洋
装
化
を
う
っ
た

え
て
い
た
。
同
誌
は
、
羽
仁
夫
妻
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
自
由
学
園
（
一
九
二
一

年
創
立
）
や
『
婦
人
之
友
』
友
の
会
（
全
国
友
の
会
は
一
九
三
〇
年
創
立
）
が
行

う
実
践
的
な
活
動
と
結
び
つ
き
が
強
い
点
、
他
の
婦
人
雑
誌
と
異
な
っ
て
い
る
（
３３
）

。
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一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
自
由
学
園
の
生
徒
た
ち
は
卒
業
研
究
と
し
て
「
ほ
ん

と
う
に
働
き
よ
い
健
康
的
な
」「
理
想
的
労
働
服
」
考
案
に
取
り
組
み
、
三
一
年

に
『
婦
人
之
友
』
は
こ
の
「
労
働
服
」
の
一
つ
と
し
て
「
農
業
服
」
を
発
表
し
た

（
写
真
３
�
（
３４
）
）。『
婦
人
之
友
』
と
友
の
会
は
、
そ
の
後
「
持
つ
て
い
る
着
物
を
直

し
て
作
れ
る
（
３５
）
」
自
分
た
ち
の
「
農
業
服
」
を
持
っ
て
、
ゆ
か
り
の
あ
る
地
域
で
座

談
会
や
講
習
会
を
開
い
て
い
る
。
次
に
、
新
政
社
は
、
内
務
官
僚
で
社
会
教
育
に

も
尽
し
た
田
澤
義
鋪
が
創
設
し
た
出
版
社
で
あ
る
。
一
九
二
二
（
大
正
一
三
）
年

か
ら
農
村
指
導
者
向
け
の
雑
誌
『
新
政
』
を
出
し
て
お
り
、
の
ち
に
山
下
信
義
（
３６
）
と

い
う
人
物
が
発
行
す
る
雑
誌
『
大
成
』
と
合
併
し
た
。『
大
成
』
は
一
九
三
二

（
昭
和
七
）
年
末
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
読
者
か
ら
懸
賞
を
募
集
し
、
女
性
向
け

の
「
作
業
服
」
を
制
定
・
発
売
し
て
い
る
（
写
真
３
�
（
３７
）
）。「
作
業
服
」
の
広
告
に

は
、「
能
率
を
高
め
、
動
作
を
軽
快
に
す
る
作
業
服
、
ス
カ
ー
ト
を
用
ふ
れ
ば
外

出
用
に
立
派
（
３８
）
」
と
書
か
れ
て
い
た
。『
大
成
』
は
三
五
年
の
読
者
が
七
五
〇
〇
余
（
３９
）

な
の
で
規
模
は
小
さ
か
っ
た
も
の
の
、
農
村
の
指
導
者
向
け
の
雑
誌
で
、
そ
の
た

め
農
村
に
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
三
五
年
に
は
実
業
家
佐

藤
慶
太
郎
の
支
援
を
受
け
て
全
国
展
開
を
図
り
、
戦
時
中
は
生
活
改
善
同
盟
会
に

代
わ
っ
て
生
活
改
善
運
動
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
団
体
と
な
っ
て
い
く
。

倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
は
、
倉
敷
紡
績
が
工
場
内
の
女
工
労
働
の
研
究
を
行
う

た
め
一
九
二
一
年
に
設
立
し
た
私
立
の
研
究
所
で
、
三
七
年
に
は
倉
敷
紡
績
の
下

を
離
れ
東
京
に
移
転
し
て
、
日
本
労
働
科
学
研
究
所
と
な
っ
た
。
労
働
科
学
研
究

所
の
初
代
所
長
で
あ
る
暉
峻
義
等
は
、Scientific

M
anagem

ent

を
批
判
的
に

取
り
入
れ
生
理
学
の
見
地
も
加
え
た
工
場
労
働
の
効
率
化
を
研
究
し
て
お
り
、
日

本
に
お
け
る
労
働
科
学
の
創
始
者
で
あ
る
（
４０
）
。
三
三
年
に
、
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所

は
服
部
奉
公
会
か
ら
助
成
金
を
受
け
て
、
農
業
労
働
の
調
査
に
乗
り
出
し
た
。
目

標
と
し
た
の
は
、
農
業
労
働
の
効
率
化
と
農
家
主
婦
労
働
の
軽
減
で
あ
る
。
そ
し

表２ 諸雑誌・団体による野良着改良の取り組み

概要

３２年男女改善作業服懸賞募集 応募総数２５件
３５年「家の光婦人作業服」考案、販売
４０年「婦人作業服」懸賞募集、畑作作業服・水田作業
服決定 応募総数３５９件

３０年女性用農業服考案
３１年静岡県田方郡で「婦人農業服改良座談会」開催
３３年八雲徳川農場で「婦人労働服製作講習会」開催
３５年から東北農村合理化運動

３２年農村婦人作業服懸賞募集、販売
（３７年被服協会から、「婦人農業衣」試作品実地試験を
請け負う）

３３年 各地の改良農作業衣やもんぺ等数種を見本に、
「農村婦人作業服」を考案

３４年男女「農民服」懸賞募集 応募総数１９件
３７年「婦人農業衣」試作品実地試験…佐藤新興生活館
にも依頼

出典：『大成』１９巻１２号、２０巻１号、２０巻１０号
『倉敷労働科学研究所農業労働調査所報告 ２１ 農村に於ける衣服の問題』
『被服』５巻３号、６巻１号、８巻１号、８巻５号
『家の光』８巻２号・４号、１１巻６号、１７巻３号
『婦人之友』２４巻５号・７号・８号、３２巻３号・４号

『誌名』出版社

『家の光』
産業組合中央会

『婦人之友』
婦人之友社

『大成』→（３５年）『新興生活』
新政社→（３５年）佐藤新興生活館

『倉敷労働科学研究所農業労働調査
所報告２１』

『被服』
被服協会

年代

１９２６年～４１年

１９３０年～

１９３２年～

１９３３年～

１９３４年～
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て
三
五
年
、
同
所
は
六
種
類
の
改
良
野
良
着
の
見
本
を
集
め
、「
裁
ち
方
が
簡

易
」「
作
業
が
自
由
に
出
来
」「
廃
物
利
用
で
作
る
（
４１
）
」
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
作
業

服
を
作
製
し
た
（
写
真
３
�
）。
こ
れ
を
発
表
し
た
の
は
専
門
的
な
雑
誌
及
び
倉

敷
市
内
で
開
か
れ
た
展
覧
会
だ
っ
た
た
め
（
４２
）
、
一
般
向
け
の
雑
誌
に
掲
載
し
た
場
合

と
は
異
な
り
直
接
接
し
た
者
は
少
な
い
。
だ
が
識
者
に
影
響
は
大
き
く
、
こ
の
後
、

暉
峻
は
改
良
野
良
着
の
専
門
家
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
４３
）
。

最
後
に
、
陸
軍
が
国
民
被
服
の
改
善
を
図
る
目
的
で
創
設
し
た
被
服
協
会
に
つ

い
て
は
、
詳
し
く
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
４４
）
。
こ
の
団
体
は
、
一
九
二
九
年
陸
軍

被
服
廠
内
に
生
活
改
善
と
軍
民
被
服
の
近
接
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、

軍
需
品
に
関
連
す
る
企
業
か
ら
資
金
を
集
め
雑
誌
『
被
服
』
を
発
行
し
て
い
た
。

同
誌
は
、
一
九
三
四
年
に
創
立
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
能
率
増
進
の

上
に
、
勤
労
を
快
適
な
ら
し
め
る
為
め
に
、
更
ら
に
又
著
古
し
古
衣
服
の
廃
品
を

利
用
し
（
４５
）
」
た
「
男
女
農
民
服
」
の
懸
賞
募
集
を
行
い
、
応
募
一
九
件
を
得
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
懸
賞
募
集
は
被
服
協
会
の
予
想
に
反
し
て
低
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
（
４６
）
、

三
七
年
に
は
『
大
成
』
の
後
身
で
あ
る
佐
藤
新
興
生
活
館
の
協
力
を
得
て
理
想
の

「
婦
人
農
業
衣
」
研
究
に
乗
り
出
し
た
（
写
真
３
�
）。

以
上
に
み
て
き
た
四
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
『
家
の
光
』
同
様
、
識
者
に
よ
る
誌
上

講
習
（
作
り
方
の
掲
載
）、
懸
賞
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
本
文
に
は
あ
げ
て
い
な

い
が
先
進
的
な
事
例
紹
介
に
も
熱
心
だ
っ
た
。
生
活
改
善
同
盟
会
の
い
う
「
職

能
」
に
応
じ
た
機
能
性
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
受
け
継
い
だ
上
で
（「
ほ
ん
と
う

に
働
き
よ
い
」『
婦
人
之
友
』、「
能
率
を
高
め
、
動
作
を
軽
快
に
」
新
政
社
、「
作

業
が
自
由
に
出
来
」
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
、「
能
率
増
進
の
上
に
、
勤
労
を
快

適
」
被
服
協
会
）、
服
を
新
調
で
き
な
い
農
村
女
性
で
も
可
能
な
改
善
方
法
を
提

示
し
た
（「
持
つ
て
い
る
着
物
を
直
し
て
作
れ
る
」『
婦
人
之
友
』、「
廃
物
利
用
で

作
る
」
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
、「
著
古
し
古
衣
服
の
廃
品
を
利
用
」
被
服
協
会
）。

写真３ 諸団体の改良野良着 左から①『婦人之友』「農業服」②新政社「農村婦人作業服」
③倉敷労働科学研究所「農村婦人作業服」④被服協会「婦人農業衣」

出典：①大日本連合婦人会編『系統婦人会の指導と経営』片岡重助、１９３５年 ②『大成』２０巻

５号、１９３３年（日本青年館所蔵） ③『被服』、１９３７年 ④『新興生活』１３号、１９３７年
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機
能
性
を
追
求
し
た
結
果
、
考
案
し
た
服
は
写
真
３
の
通
り
で
、
ど
れ
も
二
部
式

構
成
で
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
と
い
う
表
１
（
２
）
�
に
似
た
形
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

生
活
改
善
同
盟
会
は
（
２
）
�
を
在
来
の
、「
モ
ン
ペ
」
や
「
カ
ル
サ
ン
」
と
し

て
奨
め
た
が
、
本
章
で
と
り
あ
げ
た
諸
雑
誌
・
団
体
は
同
じ
形
態
の
下
衣
を
改
良

野
良
着
と
い
う
形
で
奨
め
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
野
良
着
改
良
の
対
象
は
、
男
女
双
方
に
奨
め
た
生
活
改
善
同
盟
会
と
は

異
な
り
、
こ
れ
ら
の
諸
雑
誌
・
団
体
で
は
対
象
が
徐
々
に
女
性
に
絞
ら
れ
て
い
っ

た
。
こ
れ
は
、
三
二
年
に
「
男
女
改
善
作
業
服
懸
賞
募
集
」
を
行
っ
た
が
、
四
一

年
に
は
「
農
村
婦
人
作
業
服
」
を
募
集
し
て
い
る
『
家
の
光
』
に
端
的
に
あ
ら
わ

れ
た
特
徴
だ
。
農
業
労
働
調
査
所
の
暉
峻
義
等
の
場
合
、
男
性
で
は
な
く
女
性
の

改
良
野
良
着
が
必
要
と
考
え
た
の
は
、
既
に
「
青
年
壮
年
の
間
に
は
洋
服
の
着
用

が
普
及
し
つ
つ
あ
る
（
４７
）
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
本
稿
で
前
述
し
た
、

農
村
で
の
服
装
の
変
化
の
傾
向
が
当
時
も
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
五
団
体
の
よ
う
に
農
村
の
現
実
を
把
握
し
た
諸
雑
誌
・
諸
団
体
が
介
在
す
る
こ

と
で
、
生
活
改
善
同
盟
会
が
示
し
た
指
針
は
農
村
へ
伝
え
ら
れ
実
践
に
移
さ
れ
て

い
っ
た
。
諸
雑
誌
・
諸
団
体
の
働
き
か
け
に
よ
り
前
述
し
た
道
府
県
・
市
町
村
・

集
落
各
レ
ベ
ル
の
野
良
着
改
良
が
始
ま
り
、
事
例
紹
介
と
し
て
報
道
さ
れ
る
う
ち

に
一
九
三
〇
年
代
中
に
女
性
向
け
の
野
良
着
改
良
の
機
運
が
全
国
で
高
ま
っ
て
い

く
。『

家
の
光
』
が
一
九
三
二
年
に
「
男
女
改
善
作
業
服
懸
賞
募
集
」
を
行
っ
た
時
、

応
募
数
は
二
五
件
し
か
な
く
（
４８
）
、
到
底
全
国
的
な
運
動
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
同
誌

が
三
五
年
に
、
三
種
類
の
改
良
野
良
着
を
考
案
し
て
発
売
し
た
時
に
も
、
編
集
長

梅
山
一
郎
に
よ
れ
ば
「
ま
だ
農
村
婦
人
作
業
服
の
芽
生
え
時
代
で
」「
そ
れ
ほ
ど

普
及
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
一
九
四
〇
年
末
か
ら
四
一
年
に
か
け
て

「
農
村
婦
人
作
業
服
」
懸
賞
募
集
を
行
っ
た
時
に
は
、
全
国
か
ら
三
五
九
件
も
の

応
募
を
受
け
て
い
る
（
４９
）
。
こ
れ
は
応
募
件
数
で
み
れ
ば
、
三
九
年
末
に
行
わ
れ
た
国

民
服
募
集
の
応
募
件
数
二
八
二
よ
り
多
い
（
５０
）
。
当
時
、
国
民
服
の
制
定
に
は
世
間
の

大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が
、「
農
村
婦
人
作
業
服
」
に
も
国
民
服
に
匹

敵
す
る
ほ
ど
一
般
に
関
心
を
持
た
れ
、
具
体
案
を
示
す
人
が
増
え
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
募
集
に
は
審
査
員
と
し
て
、
生
活
改
善
同
盟
会
服
装
改
善
調
査
会

の
斎
藤
佳
三
、
従
来
『
家
の
光
』
で
野
良
着
改
善
に
関
わ
っ
た
福
岡
安
子
や
亀
井

孝
子
（
５１
）
・
大
妻
コ
タ
カ
を
は
じ
め
、
日
本
労
働
研
究
所
の
暉
峻
義
等
、
被
服
協
会
の

三
徳
徳
次
郎
が
参
加
し
、
新
政
社
の
後
身
佐
藤
新
興
生
活
館
か
ら
も
審
査
員
が
出

て
い
る
と
い
う
点
か
ら
（
５２
）
、
一
九
三
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
野
良
着
改
良
の
集
大
成
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
、『
家
の
光
』
に
多
数
応
募
が
来
た
と
い
う
事
実
は
、
改
良
案
が
地

域
で
実
践
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
に
各
地
の
野
良
着
改
良
の
実
例
と
し
て
、
静
岡
県
田
方
郡
田
中
村
の

事
例
を
あ
げ
た
い
。

第
二
章

静
岡
県
田
方
郡
田
中
村
の
事
例

第
一
節

静
岡
県
に
お
け
る
昭
和
初
期
の
野
良
着

ま
ず
、
前
提
と
し
て
、
静
岡
県
で
は
、
田
中
村
で
広
め
よ
う
と
し
た
ヤ
マ
バ
カ

マ
型
下
衣
の
野
良
着
が
、
女
性
に
と
っ
て
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た
い
。
表
３
は
静
岡
県
の
女
性
の
野
良
着
の
着
用
状
況
で
、
大
正
年
間
の
こ
と
を

聞
き
取
っ
た
も
の
だ
。
比
較
の
た
め
、
隣
県
で
あ
る
山
梨
県
、「
モ
ン
ペ
」
の
発

祥
地
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
る
長
野
県
（
５３
）
の
状
況
も
比
較
の
た
め
に
入
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
み
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
静
岡
で
は
山
梨
・
長
野
に
比
べ
て
ヤ
マ
バ
カ
マ
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型
の
下
衣
の
着
用
が
大
正
年
間
ま
で
非
常
に
少
な
か
っ
た
（
５４
）
。

民
俗
学
の
他
の
調
査
を
み
て
も
、
静
岡
県
は
男
性
の
野
良
着
の
変
化
は
非
常
に

早
か
っ
た
が
、
女
性
の
野
良
着
の
変
化
は
遅
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
地
域
の
女
性

た
ち
は
、
場
所
に
よ
っ
て
は
昭
和
に
入
っ
て
も
、
長
着
の
裾
を
ま
く
っ
て
腰
巻
を

出
し
た
形
（
一
部
式
構
成
）
で
野
良
仕
事
を
し
て
い
た
。
同
県
に
は
隣
県
か
ら
、

カ
ル
サ
ン
や
タ
ッ
ツ
ケ
、
モ
ン
ペ
と
い
っ
た
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
が
伝
え
ら
れ

て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
「
恥
ず
か
し
い
」
と
女
性
た
ち
に
嫌
わ
れ
、
定
着
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
磐
田
郡
水
窪
町
の
あ
る
女
性
は
、
長
野
県
下

伊
那
郡
か
ら
お
嫁
に
来
た
人
が
穿
い
て
い
た
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
を
山
の
草
刈

の
時
だ
け
真
似
し
て
は
い
た
が
、
仕
事
が
終
わ
る
と
そ
の
場
で
脱
い
だ
と
い
う
（
５５
）
。

ま
た
、
静
岡
市
飯
間
で
も
、
お
茶
摘
み
に
山
梨
か
ら
来
た
女
性
達
が
「
タ
ッ
ツ
ケ

の
様
な
」
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
を
は
い
て
い
た
が
「
見
た
目
の
悪
さ
」
か
ら
地

元
の
女
性
が
穿
く
こ
と
は
な
か
っ
た
（
５６
）
。
さ
ら
に
、
裾
野
市
須
山
で
は
畑
作
業
の
中

で
「
冬
は
寒
く
、
畑
で
は
桑
や
麦
の
穂
が
足
に
当
た
り
、
傷
に
な
り
、
風
呂
に
入

る
と
し
み
て
い
た
か
っ
た
（
５７
）
」
と
不
便
に
思
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
中

ま
で
「
長
着
を
は
し
ょ
っ
て
お
腰
﹇
腰
巻
―
引
用
者
注
﹈
を
出
」
す
一
部
式
構
成

の
ス
タ
イ
ル
は
変
え
な
か
っ
た
。
こ
の
地
域
に
は
山
梨
県
の
郡
内
地
方
（
都
留

郡
）
か
ら
女
性
た
ち
が
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
を
穿
い
て
行
商
に
来
て
お
り
、

「
モ
ン
ペ
姿
を
グ
ン
ニ
ャ
ー
ベ
ー
（
郡
内
べ
え
）
と
差
別
的
な
意
識
で
見
て
い
た

た
め
（
５８
）
」
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

比
較
の
た
め
に
山
梨
県
の
場
合
を
述
べ
る
と
、
前
述
し
た
全
国
的
動
向
の
と
お

り
、
近
代
に
入
っ
て
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
で
あ
る
表
１
（
２
）
�
が
入
り
、
服
装
が
変

化
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
野
県
の
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
が
伝
播

し
て
い
っ
た
た
め
で
、
た
と
え
ば
京
馬
伸
子
に
よ
れ
ば
（
５６
）
、
長
野
県
諏
訪
地
方
と
隣

接
す
る
北
巨
摩
郡
の
村
々
へ
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
脚
に
ぴ
っ
た
り
し
た
縞

表３ 長野・山梨・静岡県における野良着の着用状況（女性・下衣）

静岡県

割合

５７％
３％
３％
２％
２％

３％

１％

１００％

出典：『長野県民俗地図』『山梨県民俗地図』『静岡県民俗地図』
注：出典は、１９７０年代から８０年代にかけて全国で行なわれた都道府県内民俗資料分布調査の結果を図示した地

図である。都道府県内民俗資料分布調査では、各都道府県内における２００ヶ所程度の調査地点で、大正年
間のことについて聞取りを行なった。

実数

８６
５
４
３
３

４

２

１５０

名称

コシマキ
オコシ
ユモジ
イモジ
フンドシ

モモヒキ

タッツケ

調査地計

山梨県

割合

６６％
１％
１％

３％

２５％
８％
３％
１％
１％

１００％

実数

１０６
１
１

５

４０
１２
５
２
１

１６０

名称

コシマキ
フンドシ
ハバキ

モモヒキ

カルサン
モンペ
タッツケ
ズボン
フンゴミ

調査地計

長野県

割合

２７％
１１％

２７％
１％

２３％
２％
３％
２％
３％
３％
４％
１％
１％
１％

１００％

実数

４１
１６

４０
２

３５
３
４
３
４
４
６
１
１
１

１５０

名称

コシマキ
マエカケ、メエカケ

モモシキ
半モモシキ

ユキバカマ、イキバカマ
イッコギ、ヨッコギ
モンペ
モックラ
タッツケ
カルサン
フンゴミ
ハガマ
ハヅキ
エッカモッカ

調査地計

コ
シ
マ
キ
型

モ
モ
ヒ
キ
型

ヤ
マ
バ
カ
マ
型
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柄
の
タ
ッ
ツ
ケ
（（
２
）
�
）
が
、
そ
し
て
昭
和
初
期
に
は
紺
無
地
の
ゆ
っ
た
り

し
た
形
の
タ
ッ
ツ
ケ
（（
２
）
�
）
が
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
サ
ン
と
い
う
名
前

で
定
着
し
た
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
服
が
定
着
す
る
過
程
で
元
か
ら
地
域
に
あ
っ

た
似
た
よ
う
な
形
態
の
服
の
名
前
に
な
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
次
の
時
代
と
同
じ

現
象
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
に
お
け
る
山
梨
県
師
範
学
校
と
女
子
師
範
学
校
の
調

査
で
は
、
北
巨
摩
郡
内
四
五
ヶ
村
の
う
ち
、
カ
ラ
サ
ン
の
「
使
用
多
キ
村
」
は
三

三
ヶ
村
に
及
ん
で
い
た
（
６０
）
。
ま
た
、
長
野
か
ら
の
蚕
種
商
が
も
た
ら
し
た
と
い
う
東

八
代
郡
芦
川
村
や
（
６１
）
、
西
八
代
郡
山
保
村
、
北
都
留
郡
丹
波
山
村
、
南
巨
摩
郡
佐
野

村
、
富
士
山
麓
の
南
都
留
郡
道
志
村
（
６２
）
な
ど
北
巨
摩
郡
以
外
に
も
明
治
末
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
が
入
り
女
性
も
着
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
村
々
で
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
が
普
及
し
た
の

は
「
蚊
・
蚋
の
襲
来
を
受
け
る
事
多
く
…
素
肌
に
て
は
野
良
仕
事
に
耐
へ
得
ざ

る
」
山
で
の
仕
事
に
、「
山
間
を
跋
渉
し
て
も
瘡
を
受
け
る
事
少
く
、
且
つ
又
冬

は
保
温
の
用
を
な
し
な
か
な
か
調
法
（
６３
）
」
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
山

梨
県
と
静
岡
県
の
差
は
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
女
性
の
野
良
着
の
変
化
が
遅
い
原
因
と
し
て
、
家
計
を
管
理
し
て
い
た
の

が
大
抵
男
性
で
、
男
性
の
服
か
ら
新
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
点
を
あ

げ
た
。
だ
が
、
民
俗
学
の
調
査
を
み
る
と
、
こ
れ
に
加
え
て
女
性
の
方
が
男
性
よ

り
も
服
装
の
規
範
が
厳
し
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
女
性
の
ほ
ぼ
全

員
が
一
部
式
構
成
や
コ
シ
マ
キ
型
を
着
て
い
る
地
域
で
は
、
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
は

「
男
ま
さ
り
」
で
下
品
と
批
判
さ
れ
（
６４
）
、
逆
に
モ
モ
ヒ
キ
型
・
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
を
着

て
い
る
地
域
で
は
一
部
式
構
成
の
野
良
着
を
「
非
常
に
だ
ら
し
な
い
（
６５
）
」
と
非
難
す

る
。
静
岡
県
は
一
部
式
構
成
が
一
般
的
で
、
そ
の
た
め
周
囲
も
着
て
い
る
女
性
自

身
も
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
を
穿
き
に
く
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

写
真
４
は
、
昭
和
初
期
の
韮
山
村
の
写
真
で
、
韮
山
は
田
中
村
と
同
じ
田
方
郡

内
に
あ
る
隣
村
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
実
際
に
野
良
仕
事
を

す
る
と
き
の
も
の
で
は
な
い

が
、
前
列
中
央
左
の
女
性
が

ほ
う
き
を
も
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
仕
事

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
写
真
で

は
、
前
列
に
い
る
女
性
の
全

員
が
一
部
式
構
成
の
野
良
着

（
１
）
で
、
中
央
の
年
配
の

男
性
が
モ
モ
ヒ
キ
型
（
２
）

�
と
な
っ
て
い
る
。
彼
以
外

の
男
性
は
シ
ャ
ツ
を
着
て
お

り
、
洋
服
で
あ
る
の
も
当
時

の
静
岡
県
の
一
般
的
な
野
良

着
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

実
は
、
静
岡
県
で
は
明
治
以
前
に
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
（「
タ
ッ
ツ
ケ
」「
カ
ル

サ
ン
」）
が
入
っ
た
が
、
こ
れ
は
男
性
用
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
後
、
男
性

用
の
下
衣
は
「
モ
モ
ヒ
キ
」
が
一
般
的
に
な
っ
た
た
め
、
一
部
の
「
老
人
」
の
み

ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
を
は
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
（
６６
）
。
こ
の
写
真
で
も
年

配
の
男
性
は
モ
モ
ヒ
キ
型
を
穿
い
て
お
り
、
静
岡
県
で
は
、「
老
人
」
の
し
か
も

「
男
性
」
が
は
く
も
の
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
（
６７
）
、
ヤ
マ
バ
カ
マ

型
の
下
衣
を
女
性
た
ち
が
嫌
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
静
岡
県
で
は
、
こ
の

よ
う
な
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
へ
の
抵
抗
感
が
、
改
良
野
良
着
導
入
す
る
際
に
一
番

写真４ 韮山村における昭和初期の野良着
出典：土屋寿山監修『三島・熱海・伊豆の国写真帖』郷土出版社２００６

年３４頁。
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の
困
難
と
な
っ
た
。

第
二
節

「
三
得
婦
人
作
業
服
」
の
考
案
と
普
及

静
岡
県
田
方
郡
田
中
村
の
改
良
野
良
着
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
は
、
同
村
御
門

区
の
女
子
青
年
団
長
で
あ
っ
た
土
屋
せ
い
氏
（
以
下
、
敬
称
略
。
自
身
は
当
時
既

婚
だ
っ
た
と
い
う
）
に
よ
っ
て
、
一
九
三
一
年
に
考
案
さ
れ
た
。
彼
女
は
考
案
の

動
機
を
「
工
業
に
し
て
も
農
業
に
し
て
も
、
世
の
進
歩
と
共
に
、
器
械
力
を
利
用

す
る
事
が
段
々
多
く
な
つ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
能
率
を
増
進

さ
せ
る
為
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
男
子
の
作
業
服
が
改
善
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、

ひ
と
り
婦
人
の
作
業
服
の
み
は
依
然
と
し
て
旧
套
を
脱
し
ま
せ
ん
（
６８
）
」
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
発
言
の
中
で
彼
女
は
「
能
率
」
の
「
増
進
」
と
い
う
、
前
述
し
た
生
活

改
善
同
盟
会
に
始
ま
る
指
針
に
則
し
て
服
装
を
説
明
し
て
い
る
点
、
ま
た
諸
雑

誌
・
団
体
同
様
、
農
村
の
実
践
者
に
も
野
良
着
の
変
化
の
傾
向
が
捉
え
ら
れ
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
考
案
さ
れ
た
の
は
写
真
５
の
と
お
り
、
筒
袖
の
上
衣
と

「
ズ
ボ
ン
」
の
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
で
、「
一
挙
に
風
紀
安
全
、
能
率
増
進
、
健
康

保
全
（
６９
）
」
の
三
つ
の
得
を
も

つ
と
い
う
こ
と
で
「
三
得

婦
人
作
業
服
」
と
名
付
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
野
良

着
は
田
中
村
の
属
す
る
田

方
郡
の
野
良
着
改
良
に
端

を
発
し
、
主
婦
会
と
女
子

青
年
団
の
指
導
者
で
あ
る

土
屋
忠
作
氏
（
以
下
、
敬

称
略
）、
及
び
当
時
村
長

で
あ
っ
た
室
住
正
和
氏
（
７０
）

（
同
）
の
後
援
も
受
け
て
、

そ
の
普
及
が
図
ら
れ
た
。

一
九
二
九
年
九
月
、
田

方
郡
町
村
長
会
は
「
教
化

動
員
並
公
私
経
済
緊
縮
ニ

関
ス
ル
田
方
郡
実
行
項

表４ 「三得婦人作業服」関連年表

摘要

田方郡町村長会、「婦人農業服」を懸賞募集

→１９３０年４月３日応募作品展示

北伊豆地震起こる。

→３１年１月から静岡県が「新興生活運動」を始める

田方郡町村長会、３種類の「婦人農業服」制定

婦人之友社が田方郡に取材に来る→記事は８月に掲載

→「三得婦人作業服」普及開始

倉敷労働科学研究所農業労働調査所が三得婦人作業服
他数種の作業服を参考に「農村婦人作業服」考案

被服協会が考案した「シヤツ」と「モンペイ」の「農
村婦人作業服」が、試着用として田中村に入ってくる

日

２６日

月

１１月

１１月

６月

７月

１０月

年

１９２９年

１９３０年

１９３１年

１９３３年

１９３６年

写真５ 「御門主婦会 塞神社前にて（昭和七年）」
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図１ 田方郡地図
大仁町教育委員会編刊『北
伊豆地震７０年』２００１年、２
頁を参考に筆者作成

目
」
を
決
定
し
た
。
こ
の
「
実
行
項
目
」
は
全
一
二
項
目
あ
り
、
第
九
項
は
「
婦

人
ノ
労
働
作
業
服
ヲ
一
定
ス
ル
コ
ト
（
７１
）
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
本
稿
冒
頭
で

述
べ
た
、
生
活
改
善
同
盟
会
の
示
し
た
改
善
策
が
官
製
の
運
動
を
通
じ
て
、
農
山

漁
村
の
申
合
せ
事
項
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
事
例
と
い
え
よ
う
。
公
私
経
済
緊
縮
運

動
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
平
価
に
よ
る
金
解
禁
を
見
越
し
、
イ
ン
フ

レ
と
み
ら
れ
て
い
た
物
価
を
引
き
下
げ
て
貨
幣
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
一
九
二
九
年
八
月
に
始
め
ら
れ
た
運
動
だ
。
従
来
の
生
活
改
善
運
動
研
究
で

は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
田
中
村
の
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
考
案
は
こ
の
運
動

を
発
端
と
し
て
い
た
。

静
岡
県
田
方
郡
は
伊
豆
半
島
に
位
置
す
る
二
九
か
町
村
で
構
成
さ
れ
た
郡
で
（
７２
）
、

一
九
三
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
人
口
一
六
万
余
を
擁
し
、
郡
内
で
は
農
業
と

水
産
業
が
盛
ん
だ
っ
た
（
７３
）
。
田
方
郡
町
村
長
会
が
決
定
し
た
「
教
化
動
員
並
公
私
経

済
緊
縮
ニ
関
ス
ル
田
方
郡
実
行
項
目
」
は
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
印
刷
さ
れ

て
町
村
か
ら
各
集
落
へ
通
達
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
町
村
長
会
は
「
婦
人
ノ
労

働
作
業
服
ヲ
一
定
ス
ル
コ
ト
（
７４
）
」
に
も
と
づ
き
、
二
九
年
一
一
月
に
「
働
き
好
い
風

儀
上
か
ら
言
つ
て
も
体
裁
の
よ
い
さ
う
し
て
経
費
を
要
さ
な
い
」「
婦
人
農
業

服
」
懸
賞
募
集
を
行
っ
た
（
７５
）
。
そ
し
て
一
年
半
後
の
三
一
年
六
月
に
は
「
娘
さ
ん
向
、

中
年
向
、
老
人
向
」
の
三
種
類
の
野
良
着
を
「
制
定
」
し
て
い
る
（
７６
）
。

た
だ
し
、
こ
の
田
方
郡
「
婦
人
農
業
服
」
の
懸
賞
募
集
の
経
緯
を
子
細
に
検
討

す
る
と
、
郡
民
の
野
良
着
改
良
へ
の
意
識
は
総
じ
て
低
か
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
募
集
の
締
め
切
り
は
一
度
延
長
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
田
方

郡
の
町
村
数
と
ほ
ぼ
同
じ
三
〇
点
の
応
募
し
か
来
な
か
っ
た
上
（
７７
）
、
野
良
着
を
「
制

定
」
し
た
と
は
い
え
、
当
初
の
意
図
と
は
異
な
り
郡
下
で
強
制
力
を
持
っ
て
「
一

定
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
当
時
、
田
方
郡
町
村
長
会
長

だ
っ
た
根
岸
時
次
郎
（
７８
）
や
郡
青
年
団
長
の
花
島
周
一
（
７９
）
が
野
良
着
改
良
に
「
大
層
熱

心
（
８０
）」
だ
っ
た
た
め
、
町
村
長
会
と
し
て
野
良
着
の
改
良
と
制
定
に
取
り
組
ん
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
郡
青
年
団
長
の
花
島
周
一
は
極
東
煉
乳
三
島
工
場
長

で
も
あ
り
、
同
社
は
自
由
学
園
と
関
係
が
深
か
っ
た
（
８１
）
。
三
一
年
に
町
村
長
会
が

「
婦
人
農
業
服
」
を
制
定
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
「
理
想
的
労
働
服
」「
農
業
服
」
考

案
に
取
り
組
ん
で
い
た
『
婦
人
之
友
』
は
農
村
の
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
取
材
し
、

郡
下
の
町
村
長
を
集
め
て
三
島
町
で
座
談
会
を
開
い
て
い
る
（
表
２
）。
同
郡
下

の
田
中
村
で
は
、
室
住
正
和
村
長
が
こ
の
座
談
会
出
席
を
機
に
意
欲
を
持
ち
、
以

後
、
野
良
着
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
く
（
８２
）
。

田
中
村
は
田
方
郡
の
中
央
部
に
あ
る
村
で
（
図
１
参
照
）
一
九
四
〇
年
に
は
大

仁
町
と
な
り
、
現
在
は
伊
豆
の
国
市
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
時
の
同
村
の

職
業
別
の
現
住
戸
数
を
田
方
郡
と
比
較
す
る
と
、
工
業
者
の
割
合
が
二
三
パ
ー
セ

ン
ト
（
二
五
九
／
一
〇
九
五
戸
）
と
田
方
郡
全
体
の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て

高
い
の
が
特
徴
だ
（
８３
）
。
職
工
五
〇
人
以
上
の
工
場
だ
け
で
も
日
本
金
銭
登
録
機
株
式

会
社
大
仁
工
場
（
職
工
約
二
〇
〇
人
）、
東
洋
醸
造
株
式
会
社
（
職
工
約
一
一
〇

人
）、
石
井
製
糸
工
場
（
職
工
約
七
〇
人
）
が
あ
り
（
８４
）
、
農
村
に
し
て
は
工
業
化
さ

れ
た
地
域
だ
っ
た
と
い
え
る
。
農
業
に
関
し
て
い
え
ば
、
水
稲
と
裏
作
と
し
て
の

小
麦
栽
培
が
主
で
（
８５
）
、
世
界
恐
慌
が
波
及
す
る
ま
で
養
蚕
も
「
各
戸
競
っ
て
」
行
わ
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れ
て
い
た
（
８６
）
。

「
三
得
婦
人
作
業
服
」
の
考
案
と
普
及
が
図
ら
れ
た
当
時
、
田
中
村
は
世
界
恐

慌
・
北
伊
豆
地
震
の
二
つ
に
見
舞
わ
れ
、
農
業
の
振
興
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
う
ち
、
ま
ず
世
界
恐
慌
と
養
蚕
が
受
け
た
打
撃
に
つ
い
て
は
、
多
言

は
要
し
な
い
だ
ろ
う
。
田
中
村
で
は
、
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
養
蚕
農
家
が
受
け
た

打
撃
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
田
方
郡
随
一
の
規
模
で
あ
る
石
井
製
糸
工
場
の
経
営

が
傾
い
た
こ
と
も
大
き
な
問
題
だ
っ
た
（
８７
）
。
次
に
北
伊
豆
地
震
は
、
一
九
三
〇
年
一

一
月
に
伊
豆
半
島
北
部
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
直
下
型
地
震
で
（
史
料
上
は

「
駿
豆
震
災
」
と
も
言
わ
れ
る
。
図
１
は
そ
の
断
層
も
図
示
し
て
い
る
）、
田
方
郡

全
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
田
中
村
で
も
住
宅
・
諸
工
場
・
村
営
の
建

物
が
崩
壊
し
、
静
岡
県
知
事
は
「
関
東
大
震
災
ニ
次
ク
惨
害
（
８８
）
」
に
対
し
て
、
新
興

生
活
運
動
と
名
付
け
た
継
続
的
な
被
災
地
援
護
を
行
っ
て
対
処
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
田
中
村
で
は
以
上
二
つ
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
こ
の
時
期
、

田
畑
は
増
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
を
本
業
と
す
る
現
住
戸
数
が
増

加
し
た
。
恐
慌
の
影
響
を
受
け
た
製
糸
工
場
は
人
員
削
減
を
行
い
、
ま
た
日
本
金

銭
登
録
機
株
式
会
社
も
北
伊
豆
地
震
に
加
え
て
そ
の
翌
年
に
火
災
に
あ
っ
た
こ
と

で
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
一
時
的
に
職
工
数
を
減
ら
し
て
い
る
（
８９
）
。
工
業
が
盛
ん
な

農
村
で
あ
っ
た
田
中
村
で
は
、
工
場
に
通
い
つ
つ
農
業
を
副
業
と
し
て
い
た
村
民

が
多
く
、
彼
ら
が
農
業
を
本
業
に
し
た
た
め
農
業
を
本
業
と
す
る
者
が
増
え
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
時
的
に
工
業
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
同
村
で
は
（
９０
）
、
農
業
振

興
が
最
重
要
の
課
題
と
な
っ
た
。
室
住
正
和
村
長
以
下
、
土
屋
忠
作
・
土
屋
せ
い

ら
指
導
者
は
震
災
復
興
と
農
業
振
興
の
象
徴
と
し
て
、
野
良
着
改
良
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
（
９１
）
。

一
九
三
一
年
一
〇
月
、
田
方
郡
の
野
良
着
「
制
定
」
と
『
婦
人
之
友
』
取
材
を

受
け
て
、
野
良
着
改
良
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
田
中
村
御
門
区
の
精
農
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
太
田
ひ
さ
に
、
考
案
者
土
屋
せ
い
か
ら
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
が
贈

呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
土
屋
せ
い
、
及
び
せ
い
と
と
も
に
醤
油
や
味
噌
を
共
同
醸

造
し
て
い
た
四
人
が
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
を
着
始
め
る
。
当
初
、
こ
の
服
に
は

「
異
様
な
目
が
各
方
面
か
ら
注
が
れ
、
罵
の
声
、
嘲
の
声
（
９２
）」
が
浴
び
せ
ら
れ
た
が
、

土
屋
せ
い
・
土
屋
忠
作
の
二
人
は
、
有
志
か
ら
の
古
布
提
供
を
受
け
、
あ
る
い
は

新
し
い
布
を
購
入
し
て
、
村
内
の
女
子
青
年
団
と
主
婦
会
へ
集
落
ご
と
に
共
同
製

作
さ
せ
一
斉
に
着
用
さ
せ
る
こ
と
で
こ
の
服
を
広
め
た
。「
婦
人
作
業
服
の
統
制

運
動
（
９３
）
」
と
呼
ぶ
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
三
三
年
七
月
ま
で
に
田
中
村
内
で
は
こ
の

野
良
着
が
計
二
六
四
着
作
ら
れ
た
と
い
う
。
村
長
室
住
正
和
は
、
主
婦
会
を
設
立

し
て
間
接
的
に
改
良
野
良
着
の
着
用
に
寄
与
し
、
ま
た
北
伊
豆
地
震
の
震
災
記
念

日
に
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
を
着
て
式
典
に
出
席
さ
せ
る
よ
う
奨
励
し
て
、
直
接

的
に
も
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
普
及
を
支
援
し
て
い
る
。

写
真
５
の
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
は
形
だ
け
で
は
な
く
布
も
揃
っ
て
い
る
た
め
、

ま
る
で
「
制
服
」
の
よ
う
に
み
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
改
良
野
良
着
の
着
用
が

進
ま
な
い
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
経
済
的
要
因
に
加
え
、
着
る
立
場
の
女
性
や

そ
の
周
囲
の
人
々
が
改
良
野
良
着
の
形
態
に
相
当
な
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
静
岡
県
で
は
特
に
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
へ
の
抵
抗
が
強
く
、
の

ち
に
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
を
他
村
へ
広
め
よ
う
と
し
た
際
、
静
岡
県
内
か
ら
は

「
無
力
な
私
一
人
の
力
で
は
、
多
数
の
人
に
御
勧
め
す
る
こ
と
は
六
ヶ
敷
い
」
と

い
う
声
や
、
着
用
者
に
は
「
心
ば
か
り
の
品
物
を
上
げ
て
奨
励
」
し
て
い
る
な
ど

普
及
の
苦
労
が
顕
著
だ
っ
た
（
９４
）
。
田
中
村
で
は
女
子
青
年
団
や
主
婦
会
が
同
じ
布
で

一
斉
に
つ
く
り
、
皆
で
着
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
の
普
及

を
目
指
し
た
。
そ
し
て
写
真
５
か
ら
わ
か
る
と
お
り
新
し
い
野
良
着
を
着
た
姿
で

集
合
写
真
を
撮
る
こ
と
も
欠
か
さ
ず
（
９５
）
、
こ
の
よ
う
に
「
制
服
」
の
よ
う
に
み
せ
る

こ
と
で
女
性
た
ち
や
周
囲
の
抵
抗
を
払
拭
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
屋
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せ
い
・
土
屋
忠
作
・
室
住
正
和
の
不
断
の
努
力
の
結
果
、
一
九
三
六
年
に
は
改
良

野
良
着
姿
を
「
ま
あ
感
心
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
田
中
村
の
「
時

勢
」
は
一
変
し
た
と
い
う
（
９６
）
。

「
三
得
婦
人
作
業
服
」
は
前
述
の
よ
う
に
「
一
挙
に
風
紀
安
全
、
能
率
増
進
、

健
康
保
全
」
の
三
得
が
利
点
で
、
説
明
書
き
を
詳
し
く
読
む
と
如
何
に
動
き
や
す

い
、
働
き
や
す
い
か
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
９７
）
。
た
と
え
ば
、

「
手
の
動
き
が
敏
捷
」「
足
が
速
い
」「
頗
る
活
動
が
で
き
る
」「
足
軽
く
歩
け
る
」

な
ど
で
あ
る
（
９８
）
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
に
つ
い

て
は
多
数
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
運
動
の
中
で
女
性
が
全
国
的
に
組
織
化
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
た
ち
は
、
農
業
労
働
や
家
庭
生
活

な
ど
多
方
面
で
改
善
に
取
組
む
運
動
の
重
要
な
担
い
手
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
経
済

更
生
に
貢
献
し
て
い
っ
た
。
田
中
村
の
女
性
の
野
良
着
改
良
は
、
経
済
更
生
運
動

そ
の
も
の
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
済
更
正
運
動
同
様
、

農
業
振
興
の
必
要
を
背
景
に
普
及
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
働
き
や
す
さ
が

強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
更
生
運
動
同
様
、
女
性
の
労
働
強
化
の
た
め

に
野
良
着
改
良
が
導
入
さ
れ
た
事
例
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
一
章
二
節
で
ふ
れ
た
『
家
の
光
』
及
び
表
２
の
各
誌
が
報
じ
た
野
良
着
改
良

は
全
て
、
以
上
に
述
べ
た
静
岡
県
田
方
郡
田
中
村
の
事
例
と
同
じ
く
、「
制
服
」

と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
服
装
に
対
す
る
規
範
が
根
強
い
農
村
で
は
、

集
落
・
村
レ
ベ
ル
で
「
制
服
」
と
し
て
「
制
定
」
す
る
の
が
、
女
性
の
改
良
野
良

着
着
用
の
現
実
的
な
手
段
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
北
海
道
山
越
郡

八
雲
村
（
改
良
野
良
着
を
着
始
め
た
年
：
三
三
年
／
着
用
の
契
機
：
『
婦
人
之

友
』
主
催
講
習
会
、
以
下
同
様
）・
岡
山
県
阿
哲
郡
万
歳
村
婦
人
会
（
三
二
年
／

経
済
更
生
指
定
村
に
指
定
）・
佐
賀
県
杵
島
郡
橘
村
納
手
実
行
組
合
（
二
九
年
／

不
明
）・
福
岡
県
田
川
郡
方
城
村
（
三
四
年
以
前
／
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
）

は
実
際
に
「
制
服
」
と
し
て
制
定
し
改
良
野
良
着
に
「
一
定
」
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
他
方
、
長
野
県
東
筑
摩
郡
産
業
組
合
・
山
形
県
農
会
・
兵
庫
県
婦
人
会
で
は
、

田
方
郡
同
様
に
制
定
し
た
も
の
の
「
一
定
」
は
で
き
な
か
っ
た
（
岐
阜
県
農
会
・

山
口
県
社
会
課
の
事
例
は
、
未
調
査
の
た
め
不
明
で
あ
る
（
９９
）
）。
こ
れ
ら
の
地
域
で

は
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
長
野
県
東
筑
摩
郡
島
内
村
婦
人
会
（
１００
）
・
山
形
県
農
会
立
農
村

女
学
校
（
１０１
）
・
兵
庫
県
多
紀
郡
城
北
村
婦
人
会
な
ど
（
１０２
）
、
田
中
村
同
様
に
地
域
内
の
一
部

が
実
践
し
た
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

田
方
郡
の
よ
う
に
郡
・
県
レ
ベ
ル
で
「
制
定
」
し
て
も
、
区
域
が
広
す
ぎ
て
実
効

性
が
な
く
、
田
中
村
の
よ
う
に
村
や
集
落
と
い
っ
た
あ
る
程
度
狭
い
範
囲
で
熱
心

な
推
進
者
が
取
り
組
ん
だ
場
合
の
み
、「
一
定
」
が
可
能
に
な
り
野
良
着
改
良
が

実
行
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
農
村
女
性
の
「
制
服
」
は
、

「
未
曾
有
」
の
恐
慌
か
ら
復
興
し
つ
つ
あ
る
農
村
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
新

聞
・
雑
誌
で
頻
繁
に
、
か
つ
好
意
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
女
性
が
動
き
や
す
い
、
働
き
や
す
い
と

し
て
野
良
着
改
良
が
行
わ
れ
た
の
は
静
岡
県
内
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
右
段
落
を

み
る
と
、
野
良
着
改
良
が
図
ら
れ
た
地
域
は
日
本
列
島
の
中
で
や
や
西
に
偏
っ
て

お
り
、
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
が
も
と
も
と
東
日
本
と
山
間
部
に
分
布
し
て
い
た

こ
と
と
対
象
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
詳
細
に
み
る
と
も
と
か
ら
ヤ
マ
バ
カ
マ

型
の
下
衣
が
多
か
っ
た
長
野
県
で
も
東
筑
摩
郡
産
業
組
合
な
ど
で
「
制
服
」
が
制

定
さ
れ
、
全
国
報
道
は
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
が
山
梨
県
で
も
制
服
制
定
の
動
き

が
み
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
何
を
農
村
の
「
制
服
」

に
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
山
梨
・
長
野
県
で
の
「
制
服
」
普
及

運
動
か
ら
改
良
野
良
着
の
名
称
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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第
三
節

山
梨
県
・
長
野
県
で
の
野
良
着
改
良

ま
ず
、
山
梨
県
で
は
、
明
治
時
代
以
降
長
野
県
か
ら
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
が

入
り
「
カ
ラ
サ
ン
」
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
同
県
で
は
こ
れ
に
加

え
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
女
子
青
年
団
や
婦
人
会
が
「
制
服
」
と
し
て
制
定

し
た
こ
と
で
、「
カ
ル
サ
ン
」「
カ
ラ
サ
ン
」
が
女
性
の
中
で
さ
ら
に
普
及
し
て
い

く
。
一
九
三
五
年
二
月
一
五
日
か
ら
一
〇
日
間
、
山
梨
県
教
育
会
は
「
郷
土
教

育
」
の
一
環
と
し
て
県
教
育
会
館
に
お
い
て
「
生
活
更
生
展
」
と
い
う
催
し
を
開

い
て
い
る
。「
郷
土
教
育
」
は
地
域
の
自
然
や
生
活
・
文
化
を
教
材
と
し
て
学
ば

せ
る
教
育
理
念
で
（
１０３
）
、
山
梨
は
こ
の
教
育
の
先
進
県
で
あ
っ
た
。
県
教
育
会
は
こ
の

理
念
に
基
づ
い
て
「
生
活
更
生
展
」
を
開
き
、「
郷
土
社
会
の
有
機
的
な
特
質
を

研
究
し
て
、
そ
の
長
所
を
保
存
し
短
所
を
矯
め
、
以
て
農
村
生
活
及
び
都
市
生
活

を
一
層
改
善
（
１０４
）
」
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
県
下
の
小
中
学
校
・
女
子
青
年

団
・
婦
人
会
か
ら
の
出
品
に
よ
る
「
生
活
更
生
展
」
を
見
た
（
１０５
）
、
観
覧
者
の
一
人
は

こ
の
展
覧
会
で
は
「
活
動
上
、
衛
生
上
﹇
、﹈
風
儀
上
、
経
済
上
か
ら
も
考
慮
せ

ら
れ
能
率
増
進
に
も
適
応
し
た
る
」「
作
業
服
即
ち
野
良
着
的
の
物
」
が
目
立
つ

と
い
う
感
想
を
も
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
、
こ
の
展
覧
会
に
は
一
二
一
の
出
品
団

体
の
う
ち
五
分
の
一
に
あ
た
る
二
五
団
体
が
改
良
野
良
着
を
出
品
し
て
い
る
。
そ

し
て
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
は
全
て
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
を
も
つ

女
性
向
け
の
野
良
着
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
改
良
野
良
着
は
、「
キ
リ
リ
と
し
た
身
仕
度
で
心
ゆ
く
ば
か
り
働

く
」（
北
巨
摩
郡
教
育
会
第
二
支
会
）、「
最
も
働
き
よ
い
」
仕
事
着
（
中
巨
摩
郡

八
田
村
）、「
仕
事
の
能
率
経
済
婦
人
衛
生
等
か
ら
見
ま
し
て
も
本
当
に
農
村
の
皆

様
に
お
進
め
致
し
た
い
」（
中
巨
摩
郡
西
野
村
）、「
実
際
使
用
上
の
便
利
と
体
裁

と
併
せ
考
へ
」
た
（
中
巨
摩
郡
野
之
瀬
村
）
と
説
明
さ
れ
、
田
中
村
の
事
例
同
様
、

「
能
率
」
や
動
き
や
す
さ
と
い
っ
た
野
良
着
改
良
の
意
義
が
こ
れ
ら
の
地
域
に
も

伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
改
良
野
良
着
を
着
始
め
た

の
は
、
女
子
青
年
団
が
「
自
力
更
生
は
先
づ
『
作
業
時
の
服
装
改
善
よ
り
』
を
モ

ツ
ト
ウ
に
」
し
た
た
め
な
ど
と
（
中
巨
摩
郡
野
之
瀬
村
）、
や
は
り
農
業
振
興
・

経
済
更
生
の
た
め
に
導
入
さ
れ
て
い
た
。

だ
が
、
山
梨
県
の
事
例
が
静
岡
県
の
そ
れ
と
異
な
る
の
は
改
良
野
良
着
は
こ
の

地
域
で
も
と
か
ら
着
ら
れ
て
い
た
「
カ
ル
サ
ン
」
あ
る
い
は
「
カ
ラ
サ
ン
」
を
改

良
し
た
服
と
認
識
さ
れ
、
改
良
さ
れ
た
後
も
「
カ
ラ
サ
ン
」「
カ
ル
サ
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
生
活
更
生
展
開
催
と
同
時
期
に
、
山
梨
県
師
範
学

校
・
女
子
師
範
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
「
カ
ラ
サ
ン
」
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
服
は
「
甲
州
の
特
異
性
の
一
つ
（
１０６
）
」
あ
る
い
は
「
本
県
の
農
業
用
作
業
服
と
し

て
特
筆
す
べ
き
も
の
（
１０７
）
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
代

に
入
っ
て
山
梨
県
下
の
村
々
、
特
に
北
巨
摩
郡
・
南
都
留
郡
で
「
カ
ラ
サ
ン
」
は

「
大
い
に
奨
励
」
さ
れ
つ
つ
あ
り
（
１０８
）
、
た
と
え
ば
「
此
祖
先
よ
り
育
ま
れ
て
来
た
こ

の
カ
ラ
サ
ン
を
よ
り
よ
く
利
用
す
る
た
め
、
廃
物
利
用
に
て
、
和
服
の
美
を
余
り

損
は
ず
、
よ
ろ
こ
ん
で
皆
が
着
用
す
る
様
工
夫
改
良
を
加
へ
、
野
良
着
賞
讃
の
歌

ま
で
作
つ
て
き
そ
ひ
用
ひ
て
居
」
る
北
巨
摩
郡
上
手
村
の
事
例
な
ど
か
ら
、
村
の

実
践
者
に
も
「
カ
ラ
サ
ン
」
が
「
祖
先
」
か
ら
継
承
さ
れ
た
も
の
と
認
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
県
の
場
合
、
野
良
着
改
良
は
郷
土
教
育
と
同
時
に
行
わ

れ
、
従
来
の
「
カ
ラ
サ
ン
」「
カ
ル
サ
ン
」
と
し
て
受
容
さ
れ
た
点
が
特
徴
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
長
野
県
の
事
例
を
み
よ
う
。
表
３
よ
り
、
長
野
県
で
は
そ
も
そ
も
ヤ
マ

バ
カ
マ
型
の
下
衣
の
着
用
率
が
高
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
同
県
内
各
市
町

村
の
経
済
更
生
計
画
か
ら
は
（
１０９
）
、「
服
装
改
善
統
一
」
を
申
合
せ
事
項
の
一
項
目
と

し
て
あ
げ
た
の
が
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
七
月
に
は
五
五
市
町
村
（
全
三
八
六
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市
町
村
の
う
ち
）、
三
六
年
三
月
末
に
は
三
三
一
市
町
村
（
同
）
に
の
ぼ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
同
県
小
県
郡
の
状
況
を
み
る
と
、
こ
の
地
域
で
は
長
野

県
内
で
は
珍
し
く
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
で
あ
る
雪
袴
（
表
３
上
で
は
ユ
キ
バ
カ
マ
、

イ
キ
バ
カ
マ
）
を
穿
く
習
慣
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
女
性
の
仕
事
が
主
に

屋
内
で
の
養
蚕
と
さ
れ
野
良
仕
事
に
は
出
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
（
１１０
）
。
だ
が
、
昭
和

に
入
っ
て
雪
袴
と
短
着
の
野
良
着
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヤ
マ
バ
カ
マ
型

の
下
衣
を
初
期
に
は
き
始
め
た
小
県
郡
塩
尻
村
の
女
子
青
年
団
の
場
合
、
会
長
で

あ
る
北
沢
梅
子
が
「
好
景
気
時
代
に
非
常
な
華
美
と
な
り
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
も

抜
け
き
ら
ぬ
」
村
の
風
俗
を
改
革
し
よ
う
と
し
て
「
モ
ン
ペ
」
を
団
服
と
し
て
制

定
し
た
と
い
う
（
１１１
）
。
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
の
小
県
郡
で
は
、
郡
内
三
町
三
〇

ヶ
村
の
う
ち
一
九
ヶ
村
で
、
婦
人
会
が
「
雪
袴
」
を
下
衣
と
す
る
改
良
野
良
着
を

制
定
し
「
勤
労
精
神
の
鼓
吹
」
に
努
め
て
い
た
（
１１２
）
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
改
良
野
良

着
を
着
て
「
田
草
取
、
農
救
土
木
工
事
等
々
」
を
行
う
こ
と
が
こ
の
地
域
の
女
性

た
ち
の
「
流
行
の
一
つ
」
に
な
っ
た
（
１１３
）
。
同
県
で
も
、
山
梨
県
同
様
、
従
来
か
ら
穿

か
れ
て
い
た
「
ユ
キ
バ
カ
マ
」
と
し
て
改
良
野
良
着
が
広
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。山

梨
・
長
野
の
両
県
で
は
前
掲
表
３
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
大
正
時
代
か
ら
ヤ

マ
バ
カ
マ
型
下
衣
の
着
用
率
が
静
岡
県
よ
り
は
高
か
っ
た
。
だ
が
、
一
九
三
〇
年

代
の
改
良
野
良
着
の
普
及
運
動
に
よ
っ
て
、
こ
の
形
態
の
下
衣
を
着
用
す
る
地
域

が
広
が
る
と
と
も
に
、
着
用
の
密
度
が
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
近
代
に
入
っ
て
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
っ
た
上
下
二
部
式
で
ヤ
マ
バ

カ
マ
型
下
衣
の
野
良
着
へ
の
変
化
が
生
活
改
善
運
動
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
た
。
ま
ず
、
生
活
改
善
同
盟
会
は
一
九
三
一
年
の
『
農
村
生
活
改
善
指

針
』
で
、
働
き
や
す
く
「
機
能
的
」
だ
と
男
性
へ
は
洋
服
を
、
女
性
へ
は
「
モ
ン

ペ
、
カ
ル
サ
ン
の
類�

」
を
改
良
作
業
着
と
し
て
奨
め
た
。「
モ
ン
ペ
」「
カ
ル
サ

ン
」
は
表
１
の
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
の
下
衣
に
あ
た
り
、「
類
」
と
し
た
の
は
、
こ
の

形
態
の
下
衣
に
は
「
モ
ン
ペ
」「
カ
ル
サ
ン
」
の
ほ
か
「
タ
ッ
ツ
ケ
」「
ユ
キ
バ
カ

マ
」
な
ど
地
域
ご
と
の
名
称
が
あ
る
た
め
、
農
村
の
実
情
に
即
し
て
変
え
て
ほ
し

い
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
生
活
改
善
同
盟
会
の
指
針
に
基
づ
き
『
家
の
光
』
を

は
じ
め
と
す
る
諸
雑
誌
・
諸
団
体
は
「
農
業
服
」「
農
村
婦
人
作
業
服
」「
婦
人
農

業
衣
」
と
い
っ
た
改
良
野
良
着
を
考
案
し
た
ほ
か
、
各
地
の
実
践
例
を
紹
介
し
て
、

農
村
へ
の
普
及
を
図
る
。
こ
の
際
、
既
に
男
性
の
野
良
着
は
洋
装
化
し
つ
つ
あ
っ

た
の
で
（
１１４
）
、
女
性
に
の
み
改
良
が
勧
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
農
村
各
地
で
は
農

山
漁
村
経
済
更
生
運
動
の
中
で
、
あ
る
い
は
更
生
運
動
と
い
う
名
称
で
は
な
い
が

同
じ
く
農
業
振
興
の
必
要
が
あ
る
中
で
、
女
性
の
労
働
を
促
進
す
る
目
的
で
改
良

野
良
着
着
用
が
推
進
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
民
俗
学
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
�
女
性
が
ヤ
マ
バ
カ
マ
型

下
衣
を
穿
か
な
い
地
域

�
女
性
が
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
を
穿
く
地
域

の
二
地

域
が
ほ
ぼ
本
州
を
二
分
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
�
の
事
例
と
し
て
静
岡
県
を
、
�

の
事
例
と
し
て
隣
接
す
る
山
梨
・
長
野
県
を
と
り
あ
げ
た
。
改
良
野
良
着
は
、
�

の
地
域
で
は
静
岡
県
田
方
郡
田
中
村
の
「
三
得
婦
人
作
業
服
」
の
よ
う
に
新
し
い

服
と
し
て
、
�
の
地
域
で
は
「
祖
先
」
か
ら
継
承
し
て
き
た
「「
カ
ラ
サ
ン
」
や

「
ユ
キ
バ
カ
マ
」
と
と
ら
え
ら
れ
て
、
普
及
し
定
着
し
た
。
農
村
の
女
性
は
地
域

の
服
装
の
規
範
に
沿
う
こ
と
が
男
性
よ
り
も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
�
の

地
域
で
は
着
慣
れ
ず
見
慣
れ
な
い
改
良
野
良
着
の
普
及
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
が
、

地
域
の
指
導
者
は
服
の
形
だ
け
で
な
く
生
地
も
揃
え
た
「
制
服
」
と
し
て
一
斉
に

着
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
内
へ
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
農
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村
女
性
の
「
制
服
」
は
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら
れ
て
全
国
へ
広
ま
り
、『
家
の
光
』

に
よ
っ
て
集
約
さ
れ
て
、
一
九
四
一
年
に
最
終
的
な
改
良
野
良
着
の
考
案
が
行
わ

れ
た
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
「
非
常
時
」
の
服
装
が
問

題
に
な
る
と
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
モ
ン
ペ
」
が
急
速
に
広
ま
る
。

『
洋
服
と
日
本
人
』
を
書
い
た
井
上
雅
人
（
１１５
）
は
、
女
性
の
国
民
服
と
し
て
政
府
が
普

及
さ
せ
た
が
っ
て
い
た
の
は
洋
服
型
の
標
準
服
で
、
当
時
広
ま
っ
て
い
た
「
モ
ン

ペ
」
は
政
府
審
議
会
で
は
か
え
っ
て
批
判
の
的
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
は
、A

nn
L
.H
ollander,Sex

A
nd

Suits

（
１１６
）
に
も
依
拠
し

な
が
ら
、「
モ
ン
ペ
」
に
よ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
女
性
が
速
や
か
に
「
ス
ラ
ッ

ク
ス
」
を
穿
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
世
界
的
に
も
異
例
だ
と
述
べ
て
い
る
（
１１７
）
。

「
モ
ン
ペ
」
は
『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
に
も
出
て
く
る
よ
う
に
ヤ
マ
バ
カ
マ
型

の
下
衣
の
一
種
で
、
名
称
と
し
て
は
秋
田
・
山
形
・
青
森
県
な
ど
東
北
地
方
に
多

く
分
布
し
て
い
た
と
い
う
（
１１８
）
。
筆
者
は
、「
モ
ン
ペ
」
が
当
局
の
批
判
を
超
え
非
常

に
速
や
か
に
普
及
し
た
要
因
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
改
良
野
良
着

の
普
及
が
受
容
の
下
地
に
な
っ
た
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
受
容
の
下
地
と
い
う
の

は
次
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
で
あ
る
。

第
一
に
、
改
良
野
良
着
の
普
及
に
よ
っ
て
、
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
を
着
用
す
る

地
域
が
広
が
る
と
と
も
に
、
着
用
の
密
度
が
高
く
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
前
述
し

た
�
の
地
域
で
は
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
、
女
性
の
野
良
着
に
対
す
る
規
範
が
変

化
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
静
岡
県
で
は
、
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
へ
の
抵
抗
が
強

く
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
戦
後
に
進
駐
軍
が
来
る
と
聞
い
て
「
モ
ン
ペ
」
に
穿
き

か
え
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
だ
が
、
改
良
野
良
着
が
「
感
心
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
田
方
郡
田
中
村
で
は
戦
時
中
に
は
「
モ
ン
ペ
」
を
穿
い
て
い
た
と
い

い
、
実
際
に
田
中
村
の
町
誌
編
纂
資
料
に
は
三
七
年
と
四
〇
年
に
ヤ
マ
バ
カ
マ
型

下
衣
を
穿
い
て
作
業
す
る
女
性
た
ち
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
（
１１９
）
。
同
村
で
「
モ
ン

ペ
」
着
用
が
早
ま
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
改
善
運
動
の
成
果
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
運
動
を
し
て
い
た
�
の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
意
識
の
変

化
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
全
国
の
野
良
着
改
良
運

動
に
よ
っ
て
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
は
「
女
性
」
の
「
勤
労
」
の
象
徴
と
な
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
に
仕
事
着
改
良
が
提
唱
さ
れ
る
以
前
、
前
述
�
の
地
域
で
は
ヤ
マ

バ
カ
マ
型
下
衣
を
男
性
も
、
ま
た
労
働
着
だ
け
で
は
な
く
防
寒
着
と
し
て
着
用
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
最
も
初
期
の
調
査
で
あ
る
『
山
袴
の
話
』
で
は
、
福
島
県

耶
麻
郡
姥
堂
村
（
現
北
川
市
白
川
町
）
か
ら
「
モ
ン
ペ
」「
サ
ル
ッ
パ
カ
マ
」
は

男
女
と
も
に
町
に
出
る
と
き
や
「
遠
道
」
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、『
日
本
の
労
働
着
―
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
―
』
で
も
や
は
り
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
が
、
東
北
地
方
の
寒
冷
地
、
関

東
・
甲
信
越
・
北
陸
の
山
地
帯
で
は
男
女
と
も
に
着
用
し
日
常
用
・
外
出
用
に
も

用
い
ら
れ
て
い
た
と
解
説
さ
れ
て
い
る
（
１２０
）
。
防
寒
着
と
し
て
穿
く
場
合
、
下
衣
は

た
っ
ぷ
り
と
布
を
使
っ
て
袴
の
よ
う
に
作
っ
て
あ
り
、
雪
に
ふ
れ
な
い
よ
う
着
物

を
入
れ
て
穿
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
野
良
着
改
良
の

動
き
が
広
ま
る
と
と
も
に
、
多
く
の
場
合
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
女
性
」
の
「
労
働
」

着
と
し
て
の
み
、
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
が
報
道
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
全
国
的
に

こ
の
形
の
下
衣
と
「
女
性
」
の
「
勤
労
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
つ
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
日
中
戦
争
が
始
ま
り
「
非
常
時
」
に
な
る
と
平
常
時
に
増
し
て
、

「
働
く
」
女
性
、
国
家
や
社
会
に
奉
仕
し
貢
献
す
る
女
性
が
求
め
ら
れ
る
。
政
府

の
審
議
会
で
い
く
ら
格
好
が
悪
い
と
批
判
さ
れ
て
も
、
そ
の
実
用
性
（
動
き
や
す

さ
）
と
と
も
に
女
性
の
「
勤
労
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
ヤ

マ
バ
カ
マ
型
下
衣
は
防
空
演
習
や
勤
労
奉
仕
を
機
に
広
ま
り
、
そ
の
動
き
を
政
府

が
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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最
後
に
、
表
１
に
あ
げ
た
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
の
本
で
「
モ
ン
ペ
」
が

ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
の
代
表
例
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九

三
七
年
以
降
、
�
�
の
地
域
を
問
わ
ず
同
種
の
服
は
、「
モ
ン
ペ
」
と
い
う
名
称

へ
ゆ
る
や
か
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
（
１２１
）
。
こ
れ
が
な
ぜ
「
モ
ン
ペ
」
で
あ
っ
て
「
カ

ル
サ
ン
」
や
「
ユ
キ
バ
カ
マ
」
で
は
な
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
三
七
年

以
前
か
ら
都
市
部
で
報
じ
ら
れ
る
時
に
は
ヤ
マ
バ
カ
マ
型
下
衣
を
「
モ
ン
ペ
」
と

呼
ぶ
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
で
き
る
。
表
２
の
被
服
協
会
の
項
で
示
し
た

「
婦
人
農
業
衣
」
試
作
品
実
地
試
験
は
表
３
の
田
方
郡
田
中
村
で
は
三
六
年
一
〇

月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
下
衣
（
写
真
３
�
）
は
「
モ
ン
ペ
イ
」
と

称
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
と
い
う
『
婦
人
之
友
』
の
初
期
の
記
事
も

「
カ
ル
サ
ン
」
で
は
な
く
「
も
ん
ぺ
い
を
使
い
ま
せ
う
」
と
な
っ
て
い
る
。『
婦
人

之
友
』
は
三
八
年
二
月
の
記
事
で
も
「
も
ん
ぺ
い
」
を
穿
く
美
談
を
掲
載
し
て
お

り
（
１２２
）
「
カ
ル
サ
ン
」
や
「
ユ
キ
バ
カ
マ
」
と
呼
ば
な
い
の
は
、
創
立
者
羽
仁
も
と
子

が
青
森
県
出
身
で
「
モ
ン
ペ
」
と
い
う
名
称
の
ほ
う
に
慣
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
似
た
よ
う
な
服
が
広
ま

り
、
そ
の
名
称
が
「
モ
ン
ペ
」
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
モ
ン
ペ
」
は

急
速
に
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

※
本
稿
は
、
第
一
〇
六
回
史
学
会
大
会
日
本
史
部
会
（
近
現
代
）
の
研
究
報
告

「
農
村
生
活
改
善
運
動
に
よ
る
「
も
ん
ぺ
」
の
普
及
」（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
を

元
と
し
、
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
一
年
度
文
化
学
園
大
学
文
化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究

機
構
か
ら
の
助
成
（
共
同
研
究

研
究
代
表
者
井
上
和
枝
「
日
朝
に
お
け
る
生
活

改
善
運
動
と
衣
生
活
の
近
代
化
」）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
１
）

生
活
改
善
同
盟
会
の
組
織
及
び
活
動
内
容
全
般
に
つ
い
て
は
、
礒
野
さ
と

み
『
理
想
と
現
実
の
間
に
―
生
活
改
善
同
盟
会
の
活
動
―
』
昭
和
女
子
大
学

近
代
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
。

（
２
）

第
一
次
大
戦
中
・
大
戦
後
か
ら
取
り
組
ま
れ
た
こ
の
種
の
運
動
は
、
内
務

省
に
よ
る
民
力
涵
養
運
動
（
一
九
年
三
月
内
務
省
訓
令
第
九
四
号
よ
り
）、

文
部
省
に
よ
る
生
活
改
善
運
動
（
一
九
年
七
月
文
部
省
訓
令
第
六
号
、
八
月

文
部
省
訓
令
第
七
号
・
第
八
号
、
二
〇
年
一
月
生
活
改
善
同
盟
会
設
立
）、

農
商
務
省
に
よ
る
世
帯
の
会
設
立
（
二
一
年
八
月
）
が
始
ま
り
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
生
活
改
善
同
盟
会
の
活
動
が
著
名
で
、
本
稿
で
述
べ
る
通

り
方
針
が
の
ち
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
。
研
究
史
上
も
、「
生
活
改
善
運

動
」
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
呼
称
を
用
い
る
。

（
３
）

久
井
英
輔
「
昭
和
前
期
に
お
け
る
生
活
改
善
中
央
会
の
組
織
と
事
業
」

『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
三
一
号
、
二
〇
〇
七
年
九
月
。

（
４
）

段
瑞
聡
『
蒋
介
石
と
新
生
活
運
動
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六

年
。
深
町
英
夫
『
身
体
を
躾
け
る
政
治
―
中
国
国
民
党
の
新
生
活
運
動
―
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
。

（
５
）

田
中
宣
一
編
『
暮
ら
し
の
革
命
―
戦
後
農
村
の
生
活
改
善
事
業
と
新
生
活

運
動
―
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
一
一
年
。
同
「
自
編
著
研
究
紹
介
生

活
改
善
諸
活
動
を
考
え
る
」『
生
活
文
化
史
』
六
五
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
６
）

前
掲
『
暮
ら
し
の
革
命
』
一
一
頁

（
７
）

筆
者
は
、
大
門
正
克
が
主
宰
す
る
「
農
民
家
族
史
研
究
会
」
に
お
い
て
、

新
生
活
運
動
協
会
が
発
行
す
る
『
新
生
活
通
信
』『
新
生
活
特
信
』
を
通
読

し
た
（
こ
の
成
果
は
二
〇
一
二
年
に
大
門
正
克
編
『
新
生
活
運
動
と
日
本
の

戦
後
』
日
本
経
済
評
論
社
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
）。
新
生
活
運
動
協
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会
は
政
府
や
、
戦
前
か
ら
政
府
と
密
接
に
関
係
し
て
き
た
人
々
に
よ
る
生
活

改
善
運
動
と
い
う
点
で
、
生
活
改
善
同
盟
会
の
系
譜
を
引
き
継
い
で
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
新
生
活
運
動
協
会
の
中
で
一
九
五
〇
年
代
に
「
大
政
翼
賛
会

の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
論
点
が
出
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

（
８
）

前
掲
『
暮
ら
し
の
革
命
』
四
三
九
ペ
ー
ジ

（
９
）

宮
本
勢
助
の
調
査
は
、
大
日
本
連
合
青
年
団
編
刊
『
山
袴
の
話
』
一
九
三

七
年
及
び
、
加
藤
幸
治
「
宮
本
勢
助
の
服
飾
研
究
と
「
全
国
山
袴
方
言
調
査

紙
」
調
査
の
意
義
（
宮
本
勢
助
「
山
袴
全
国
方
言
調
査
紙
（
昭
和
九
年
）」）」

『
東
北
学
院
大
学
論
集

歴
史
と
文
化
』
四
八
号
、
二
〇
一
二
年
参
照
。
瀬

川
清
子
の
調
査
は
、
瀬
川
清
子『
き
も
の
』六
人
社
、
一
九
四
二
年
及
びL

iza

C
rihfield

D
alby

“K
im
ono
:
F
ashioning

C
ulture”

U
niv
of
W
ashing-

ton
P
r

、
二
〇
〇
一
参
照
。

文
化
庁
は
一
九
六
二
年
度
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
民
俗
資
料
緊
急
調
査

を
行
い
、
服
装
に
つ
い
て
の
成
果
は
文
化
庁
編
刊
『
日
本
民
俗
地
図
�
（
衣

生
活
）』
一
九
八
二
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
国
立
民
族
学
博
物
館
で

は
一
九
八
〇
年
よ
り
「
日
本
在
来
の
労
働
衣
服
の
比
較
研
究
」
を
始
め
、
一

九
八
八
年
に
は
中
村
た
か
を
編
『
日
本
の
労
働
着
―
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ

ア
ム
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
』
源
流
社
が
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
神
奈
川
大

学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
で
は
一
九
八
四
年
よ
り
調
査
を
始
め
、『
仕
事

着
』
東
日
本
編
・
西
日
本
編
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
・
一
九
八
七
年
を
発
表

し
て
い
る
。

（
１０
）

文
化
庁
の
民
俗
資
料
緊
急
調
査
の
の
ち
に
行
わ
れ
た
各
都
道
府
県
の
民
俗

資
料
緊
急
調
査
は
、
一
都
道
府
県
に
お
け
る
調
査
個
所
を
三
〇
ヶ
所
程
度
か

ら
二
〇
〇
ヶ
所
程
度
へ
増
や
し
調
査
密
度
を
高
め
た
こ
と
、
聞
取
り
に
際
し

大
正
年
間
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
前
後
の
変
遷
を
明
確
に
し
よ
う
と

し
た
点
が
異
な
っ
て
い
る
（
天
野
武
「『
都
道
府
県
内
民
俗
文
化
財
分
布
調

査
報
告
書
』
復
刻
の
意
義
」）

（
１１
）

生
活
改
善
同
盟
会
編
刊
『
農
村
生
活
改
善
指
針
』
一
九
三
一
年
、
一
頁
。

（
１２
）

礒
野
さ
と
み
前
掲
書
、
二
八
〜
二
九
頁
。

（
１３
）

前
掲
『
農
村
生
活
改
善
指
針
』

（
１４
）

生
活
改
善
同
盟
会
編
刊
『
生
活
改
善
の
栞
』
一
九
二
四
年
「
服
装
全
般
に

関
す
る
事
項
」

（
１５
）

た
と
え
ば
、
文
化
庁
編
刊
『
日
本
民
俗
地
図
�
（
衣
生
活
）』
一
九
八
二

年
の
「
序
」
で
は
、「
近
時
の
急
激
な
社
会
の
進
展
、
生
活
の
変
容
」
に

よ
っ
て
「
わ
が
国
の
伝
統
的
な
生
活
様
式
・
風
俗
習
慣
を
急
変
さ
せ
」
た
た

め
と
調
査
の
動
機
を
語
っ
て
お
り
、
ま
た
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究

所
編
『
仕
事
着

東
日
本
編
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
の
「
仕
事
着
調
査
の

方
法
と
ね
ら
い
」
で
も
、
調
査
す
る
「
仕
事
着
」
を
「
伝
統
的
な
労
働
衣

服
」
と
定
義
し
て
い
る
。
さ
ら
に
国
立
民
族
学
博
物
館
が
、『
日
本
の
労
働

着
』
を
調
査
し
た
の
は
、「
日
本
在
来
の
労
働
衣
服
の
比
較
研
究
」
と
い
う

題
目
で
あ
っ
た
。

（
１６
）

梅
山
一
郎
に
つ
い
て
は
、
板
垣
邦
子
『
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
農
村
生
活

―
雑
誌
『
家
の
光
』
に
み
る
―
』
三
嶺
書
房
、
一
九
九
二
年
、
四
七
〜
五
三

頁
お
よ
び
、
河
内
聡
子
「『
家
の
光
』
の
誌
面
改
良
―
梅
山
一
郎
の
編
集
態

度
を
中
心
に
―
」『
リ
テ
ラ
シ
ー
史
研
究
』
四
号
、
二
〇
一
一
年
参
照
。

（
１７
）

梅
山
が
あ
げ
た
分
類
の
う
ち
「
和
服
に
エ
プ
ロ
ン
」「
ア
ツ
パ
ツ
パ
」
の

二
種
類
は
、
例
外
的
な
も
の
と
み
ら
れ
る
た
め
省
略
し
た
。「
和
服
に
エ
プ

ロ
ン
」
は
後
述
す
る
写
真
４
の
前
列
中
央
の
女
性
が
着
て
お
り
、
ま
た
「
ア

ツ
パ
ツ
パ
」
は
山
梨
県
の
女
子
師
範
学
校
が
置
か
れ
て
い
た
加
納
岩
町
で
は

家
庭
の
日
常
着
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
あ
る
も
の
の
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（
山
梨
県
女
子
師
範
学
校
・
山
梨
県
女
子
師
範
学
校
編
刊
『
微
細
郷
土
研
究

―
加
納
岩
町
に
関
す
る
―
』
一
九
三
七
年
、
三
一
三
頁
）、
民
俗
学
の
広
域

的
調
査
で
は
着
用
さ
れ
た
と
い
う
事
例
が
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
た
め
で
あ

る
。

（
１８
）

板
垣
邦
子
『
日
米
決
戦
下
の
格
差
と
平
等
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
、

二
〜
三
頁
。

（
１９
）

静
岡
県
教
育
委
員
会
編
刊
『
静
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
一
七
集
』
一
九

七
八
年
、
一
三
図
。
京
馬
伸
子
・
岡
本
靖
子
「
静
岡
県
の
仕
事
着
」
神
奈
川

大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
編
『
仕
事
着

東
日
本
編
』
平
凡
社
、
一
九
八

六
年
、
二
七
三
・
二
七
五
頁
。
こ
こ
で
い
う
「
シ
ャ
ツ
」
は
現
在
思
い
浮
か

べ
る
よ
う
な
ワ
イ
シ
ャ
ツ
で
は
な
く
、
ス
タ
ン
ド
カ
ラ
ー
の
シ
ャ
ツ
で
手
作

り
も
で
き
る
と
い
う
（
服
部
照
子
・
辻
本
治
代
・
岡
本
茂
子
「
静
岡
県
に
お

け
る
伝
統
的
仕
事
着
の
様
式
―
実
態
調
査
資
料
を
も
と
に
し
て
一
―
」『
日

本
大
学
文
理
学
部
（
三
島
）
研
究
年
報
人
文
・
社
会
科
学
編
』
二
六
号
、
一

九
七
七
年
、
三
五
八
〜
三
五
九
頁
。）。

（
２０
）

前
掲
『
日
本
民
俗
地
図
Ⅷ
（
衣
生
活
）』

（
２１
）

山
崎
光
子
「
服
飾
様
式
の
変
容
と
文
化
領
域
―
日
本
海
域
と
し
て
の
新
潟

の
視
座
か
ら
見
た
」『
民
俗
服
飾
研
究
論
集
』
五
号
、
一
九
九
二
年
三
月
、

三
九
頁
。

（
２２
）
「
も
ん
ぺ
い
を
使
い
ま
せ
う
」『
婦
人
之
友
』
二
四
巻
一
号
、
一
九
三
〇
年

一
月
。

（
２３
）

前
掲
『
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
農
村
生
活
』
五
三
頁
。

（
２４
）

高
橋
知
子
・
夫
馬
佳
代
子
「『
家
の
光
』
に
お
け
る
農
村
婦
人
作
業
服
の

変
遷
と
そ
の
背
景
―
昭
和
十
五
年
の
懸
賞
募
集
を
中
心
に
―
」『
衣
の
民
俗

館
・
日
本
風
俗
史
学
会
中
部
支
部
研
究
紀
要
』
四
号
、
一
九
九
四
年
、
表
一
。

（
２５
）
『
家
の
光
』
二
巻
八
号
・
九
号
、
一
九
二
六
年
八
月
・
九
月

（
２６
）
『
被
服
』
六
巻
一
号
、
一
九
三
七
年
一
月

（
２７
）

前
掲
『
山
袴
の
話
』、
六
九
頁
。
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
所
蔵
『
生
活
改

善
』
九
巻
一
〇
号
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
、
五
九
〜
六
〇
頁
。

（
２８
）

東
京
朝
日
新
聞
一
九
三
三
年
一
一
月
一
〇
日
「
制
服
の
村
」

（
２９
）

東
京
朝
日
新
聞
一
九
三
三
年
九
月
二
三
日
「
制
服
は
モ
ン
ペ
イ
姿
」、『
主

婦
之
友
』
一
九
巻
九
号

（
３０
）
『
岐
阜
県
農
会
報
』
七
巻
八
号
、
協
調
会
編
刊
『
農
村
生
活
改
善
の
話
』

一
九
三
四
年
、『
家
の
光
』
八
巻
四
号
、『
大
成
』
二
〇
巻
二
号

（
３１
）
『
山
口
県
農
会
報
』
三
三
〇
号
、
前
掲
『
農
村
生
活
改
善
の
話
』、『
家
の

光
』
八
巻
四
号
、『
大
成
』
二
〇
巻
二
号
。

（
３２
）
『
兵
庫
教
育
』
五
二
三
号
（
一
九
三
三
年
）

（
３３
）

野
本
京
子
「
東
北
農
村
生
活
合
理
化
運
動
前
史

戦
前
期
『
婦
人
之
友
』

友
の
会
の
実
践
」『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
七
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
野

本
京
子
「
戦
前
か
ら
戦
後
に
お
け
る
『
婦
人
之
友
』
友
の
会
の
農
村
生
活
改

善
運
動

農
村
友
の
会
の
活
動
を
中
心
に
」『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
七

七
号
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）、
渡
瀬
典
子
「
雑
誌
『
婦
人
之
友
』「
友
の

会
」
活
動
に
お
け
る
二
〇
世
紀
後
半
の
農
村
生
活
改
善
」『
岩
手
大
学
生
涯

学
習
論
集
』
五
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
小
関
孝
子
『
生
活
合
理
化
と
家

庭
の
近
代＝

R
ationalization

of
L
ife
and

M
odernization

of
H
om
e：

全
国
友
の
会
に
よ
る
「
カ
イ
ゼ
ン
」
と
『
婦
人
之
友
』』
勁
草
書
房
、
二
〇

一
五
年
を
参
照
。

（
３４
）
「
労
働
婦
人
の
服
装
研
究
」『
婦
人
之
友
』
二
五
巻
七
号
、
一
九
三
一
年
七

月
。

（
３５
）

グ
ラ
ビ
ア
『
婦
人
之
友
』
二
五
巻
七
号
、
一
九
三
一
年
七
月
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（
３６
）

山
下
信
義
と
、
彼
が
東
京
に
進
出
し
て
設
立
し
た
佐
藤
新
興
生
活
館
に
つ

い
て
は
、
松
田
忍
『
雑
誌
『
生
活
』
の
六
〇
年
―
佐
藤
新
興
生
活
館
か
ら
日

本
生
活
協
会
へ
―
』
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
参
照
。

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
山
下
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
国
民
精
神

総
動
員
運
動
が
始
ま
る
と
政
府
の
「
社
会
風
潮
に
関
す
る
調
査
委
員
」
に
選

ば
れ
（『
国
民
精
神
総
動
員
』
二
号
三
面
）、
東
京
市
で
も
山
下
の
唱
え
た
一

事
貫
行
が
総
動
員
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
使
わ
れ
る
な
ど
、
こ
の
面
で
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

（
３７
）

日
本
青
年
館
所
蔵
、「
農
村
婦
人
向
き
の
改
良
服
を
募
る
（
新
政
社
）」

『
大
成
』
一
九
巻
一
二
号
、
一
九
三
二
年
一
二
月
。
広
告
「
農
村
婦
人
の
作

業
服
が
出
来
ま
し
た
」『
大
成
』
二
〇
巻
一
〇
号
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
。

（
３８
）

広
告
「
農
村
婦
人
の
作
業
服
が
出
来
ま
し
た
」『
大
成
』
二
〇
巻
一
〇
号
、

一
九
三
三
年

（
３９
）

前
掲
『
雑
誌
『
生
活
』
の
六
〇
年
』
九
頁
、
引
用
部
分
よ
り
。

（
４０
）

一
八
八
九
〜
一
九
六
六
年
。
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
卒
、
倉
敷
労
働
科
学

研
究
所
所
長
、
日
本
労
働
科
学
研
究
所
所
長
。（
佐
々
木
聡
『
科
学
的
管
理

法
の
日
本
的
展
開
』
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
、
九
〜
一
〇
頁
ほ
か
）。

（
４１
）

倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
編
『
更
生
展
覧
会
概
要
』
農
村
更
生
協
会
、
一
九

三
五
年
、
三
九
頁
。

（
４２
）

前
掲
『
更
生
展
覧
会
概
要
』。
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
編
刊
『
倉
敷
労
働

科
学
研
究
所
農
業
労
働
調
査
所
報
告
二
一
農
村
に
於
け
る
衣
服
の
問
題
』
一

九
三
六
年
。

（
４３
）

一
九
三
八
年
一
一
月
二
五
日
『
読
売
新
聞
』「『
国
民
服
』
の
前
提
と
し
て

制
服
を
語
る
／
モ
ン
ペ
よ
進
歩
せ
よ
／
だ
が
、
地
方
的
条
件
無
視
は
困
る
／

日
本
労
働
科
学
研
究
所
長
暉
峻
義
等
氏
」

（
４４
）
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
被
服
協
会
の
活
動
」『
社
会
経
済
史
学
』
七
六
巻
一

号
、
二
〇
一
〇
年
五
月
。

（
４５
）
『
被
服
』
五
巻
三
号
、
一
九
三
四
年
、
と
じ
こ
み

（
４６
）
「
懸
賞
農
民
服
に
就
て
」『
被
服
』
六
巻
一
号
、
一
九
三
五
年
一
月
。

（
４７
）

暉
峻
義
等
「
農
村
の
衣
服
に
関
す
る
概
説
」
前
掲
『
倉
敷
労
働
研
究
所
農

業
労
働
調
査
所
報
告
二
一
四
〜
五
頁
。
氏
は
同
書
で
、
洋
装
化
普
及
の
要
因

を
「
青
年
団
組
織
と
そ
の
服
制
の
統
一
化
」
に
求
め
て
い
る
。

（
４８
）
「
男
子
用
女
子
用
改
善
作
業
服
の
裁
ち
方
縫
い
方
募
集
」『
家
の
光
』
八
巻

二
号
、
一
九
三
二
年
二
月
。『
家
の
光
』
八
巻
四
号
、
一
九
三
二
年
四
月
。

二
五
件
の
応
募
を
受
け
て
「
自
転
車
用
袴
」「
農
村
婦
人
作
業
服
」「
女
子
改

善
作
業
服
」「
男
子
改
善
作
業
服
」
の
四
着
を
決
定
し
た
。

（
４９
）
『
家
の
光
』
一
六
巻
一
一
号
（
一
九
四
〇
年
一
一
月
）
に
募
集
広
告
を
載

せ
、
一
七
巻
二
号
（
一
九
四
一
年
二
月
）
で
当
選
者
を
発
表
し
て
い
る
（
梅

山
一
郎
「
婦
人
の
畑
作
及
水
田
作
業
衣
に
つ
い
て
」『
被
服
』
一
二
巻
四
号
、

一
九
四
一
年
四
月
、
六
〇
〜
六
一
頁
）

（
５０
）

た
だ
し
、『
家
の
光
』
募
集
後
の
一
九
四
一
年
末
に
行
わ
れ
た
婦
人
標
準

服
懸
賞
募
集
へ
の
応
募
数
六
四
八
よ
り
は
少
な
か
っ
た
。
国
民
服
・
婦
人
標

準
服
懸
賞
募
集
の
異
同
と
詳
細
に
つ
い
て
は
、
井
上
雅
人
『
洋
服
と
日
本
人

―
国
民
服
と
い
う
モ
ー
ド
』
廣
済
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
参
照
。

（
５１
）
『
家
の
光
』
は
、
大
妻
女
子
大
学
の
創
始
者
大
妻
コ
タ
カ
の
ほ
か
東
京
府

授
産
場
の
福
岡
安
子
・
亀
井
孝
子
の
二
人
に
依
頼
し
て
、
野
良
着
改
良
を

図
っ
て
い
る
。

福
岡
は
、
一
八
八
八
年
生
、
女
子
師
範
学
校
・
津
田
英
学
塾
卒
業
後
に
渡

米
、
帰
国
後
女
子
の
洋
装
改
善
に
尽
し
、
東
京
府
副
業
奨
励
会
設
立
と
共
に

渋
谷
授
産
場
長
と
な
っ
た
（
村
上
秀
子
編
『
昭
和
十
四
年
婦
人
年
鑑
』
東
京
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連
合
婦
人
会
、
一
九
三
八
年
）。
亀
井
も
一
九
二
〇
年
に
は
家
庭
職
業
研
究

会
の
専
務
理
事
で
（
内
田
茂
文
・
佐
藤
順
造
編
『
婦
人
年
鑑
』
一
九
二
〇

年
）、
後
に
中
野
授
産
場
長
と
な
っ
た
。

（
５２
）

審
査
員
は
、
次
の
一
八
名
で
あ
る
。

竹
内
茂
代
（
井
出
病
院
長
、
医
学
博
士
）、
今
和
次
郎
（
早
稲
田
大
学
教

授
）、
斎
藤
佳
三
（
厚
生
省
嘱
託
）、
武
島
一
義
（
厚
生
省
生
活
課
長
）、
丹

野
せ
つ
（
厚
生
省
工
場
監
督
官
補
）、
大
妻
コ
タ
カ
（
大
妻
学
園
長
）、
福
岡

安
子
（
東
京
家
庭
副
業
奨
励
会
）、
水
野
常
吉
（
佐
藤
新
興
生
活
館
常
務
理

事
）、
伊
藤
博
（
大
政
翼
賛
会
生
活
指
導
部
）、
亀
井
孝
子
（
東
京
中
野
授
産

場
長
）、
成
田
順
子
（
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
）、
鈴
木
庫
三
（
内
閣
情
報

局
）、
暉
峻
義
等
（
日
本
労
働
研
究
所
長
）、
瀬
口
正
史
（
東
京
日
日
新
聞
社

事
業
部
長
）、
三
徳
徳
次
郎
（
被
服
協
会
理
事
）、
亀
井
貫
一
郎
（
大
日
本
国

民
服
協
会
理
事
長
）、
中
田
虎
一
（
大
日
本
国
民
服
協
会
理
事
長
）、
丹
羽
四

郎
（
農
林
省
経
済
更
生
部
）。

以
上
、「
作
業
服
制
定
委
員
」『
家
の
光
』
一
七
巻
二
号
、
一
九
四
一
年
二

月
。

（
５３
）

今
和
次
郎
『
今
和
次
郎
集

第
七
巻

服
装
史
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
七

二
年

（
５４
）

こ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
表
１
（
１
）
の
一
部
式
構
成
と
（
２
）
�
の
二

部
式
構
成
で
コ
シ
マ
キ
型
の
区
別
が
あ
ま
り
つ
か
な
い
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て

お
き
た
い
。

（
５５
）

繁
原
幸
子
「
静
岡
県
下
モ
ン
ペ
事
情

そ
の
意
識
と
変
化
」『
女
性
と
経

験
』
二
八
号
、
一
九
九
八
年
、
六
五
〜
六
六
頁

（
５６
）

前
掲
「
静
岡
県
下
モ
ン
ペ
事
情
」
六
七
頁

（
５７
）

静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史
編
さ
ん
室
編
『
須
山
の
民
俗
』
裾
野
市
、

一
九
九
二
年
、
七
九
〜
八
〇
頁

（
５８
）

同
右
。

（
５９
）
「
仕
事
着
の
流
行

諏
訪
か
ら
北
巨
摩
を
考
え
る
」『
長
野
県
民
俗
の
会
通

信
』
七
〇
号
、
一
九
八
五
年
一
一
月
。

（
６０
）

山
梨
県
師
範
学
校
・
山
梨
県
女
子
師
範
学
校
編
刊
『
綜
合
郷
土
研
究
』
一

九
三
六
年
、
六
五
六
頁

（
６１
）

高
橋
晶
子
「
カ
ル
サ
ン
か
モ
ン
ペ
か
―
富
士
山
北
麓
の
山
袴
―
」『
民
具

マ
ン
ス
リ
ー
』
三
九
巻
八
号
、
二
〇
〇
六
年
。

（
６２
）

前
掲
『
日
本
民
俗
地
図
』

（
６３
）

前
掲
『
綜
合
郷
土
研
究
』
六
五
六
〜
六
五
七
頁

（
６４
）

福
井
貞
子
『
も
の
と
人
間
の
文
化
九
五

野
良
着
』
法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
〇
〇
年
、
六
二
〜
六
三
頁
、
一
九
九
〜
二
〇
〇
頁
。

（
６５
）

瀬
川
清
子
『
き
も
の
』
六
人
社
、
一
九
四
八
年
、
一
六
〇
〜
一
六
一
頁

（
６６
）

前
掲
「
静
岡
県
の
仕
事
着
」

（
６７
）

前
掲
『
須
山
の
民
俗
』
七
九
頁
。

（
６８
）
「
農
事
能
率
向
上
に
熱
烈
な
る
農
村
婦
人
作
業
服
の
普
及
―
静
岡
県
田
中

村
の
土
屋
せ
い
子
さ
ん
」『
週
刊
婦
女
新
聞
』
一
七
二
八
号
、
一
九
三
三
年

七
月
二
三
日

（
６９
）

前
掲
「
農
事
能
率
向
上
に
熱
烈
な
る
農
村
婦
人
作
業
服
の
普
及
」

（
７０
）

一
九
一
八
年
一
〇
月
か
ら
郡
制
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
後
述
す
る
田
方
郡

町
村
会
長
根
岸
時
次
郎
の
下
で
田
方
郡
書
記
（
田
方
郡
役
所
編
刊
『
田
方
郡

制
録
』
一
九
二
三
年
、
七
〇
頁
）、
そ
の
後
二
六
年
〜
三
八
年
ま
で
田
中
村

村
長
を
務
め
、
三
二
年
〜
田
方
郡
町
村
長
会
長
も
兼
務
し
た
。

（
７１
）

沼
津
市
明
治
史
料
館
所
蔵
、
田
方
郡
西
浦
村
足
保
区
有
文
書
Ｂ
―

ａ
―

四
四

田
方
郡
町
村
長
会
「
教
化
動
員
並
公
私
経
済
緊
縮
ニ
関
ス
ル
田
方
郡
実
行
項
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目
」

（
７２
）

田
方
郡
は
、
一
九
三
〇
年
の
時
点
で
は
、
三
島
町
・
修
善
寺
町
・
伊
東

町
・
網
代
町
・
熱
海
町
の
五
町
、
函
南
村
・
韮
山
村
・
田
中
村
・
北
狩
野

村
・
下
狩
野
村
・
中
狩
野
村
・
上
狩
野
村
・
錦
田
村
・
北
上
村
・
中
郷
村
・

川
西
村
・
江
間
村
・
内
浦
村
・
西
浦
村
・
戸
田
村
・
土
肥
村
・
西
豆
村
・
対

島
村
・
小
室
村
・
下
大
見
村
・
中
大
見
村
・
上
大
見
村
・
宇
佐
美
村
・
多
賀

村
の
二
四
村
、
計
二
九
町
村
で
構
成
さ
れ
た
。

（
７３
）

静
岡
県
編
刊
『
静
岡
県
統
計
書
』
一
九
三
〇
年
版

（
７４
）

前
掲
「
教
化
動
員
並
公
私
経
済
緊
縮
ニ
関
ス
ル
田
方
郡
実
行
項
目
」

（
７５
）

田
方
郡
西
浦
村
役
場
文
書
Ａ
―

ｃ
―

一
六
町
村
往
復
綴
「
婦
人
農
業
服
考
案

懸
賞
募
集
趣
意
書
」

（
７６
）
「
モ
ダ
ン
な
作
業
服
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
六
月
一
六
日

（
７７
）

田
方
郡
西
浦
村
役
場
文
書
Ａ
―

ｃ
―

一
六
町
村
往
復
綴
に
よ
れ
ば
当
初
一
九

三
〇
年
一
月
三
一
日
だ
っ
た
応
募
締
切
は
三
月
一
五
日
に
延
び
、
同
時
に

「
御
心
当
リ
ノ
向
ニ
対
シ
精
々
御
勧
誘
被
下
」
た
い
と
の
通
牒
が
各
町
村
長

宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。

（
７８
）

生
没
年
不
詳

一
九
二
三
年
三
月
〜
二
六
年
六
月
田
方
郡
長
、
一
九
二
六

年
一
〇
月
六
日
〜
三
〇
年
一
〇
月
ま
で
三
島
町
長
及
び
田
方
郡
町
村
長
会
長

（
三
島
市
誌
編
纂
委
員
会
編
『
三
島
市
誌

中
巻
』
三
島
市
、
一
九
五
九
年
、

二
五
〇
・
二
五
四
頁
）

（
７９
）

一
八
九
三
年
に
花
島
煉
乳
創
設
者
で
あ
る
花
島
兵
右
衛
門
の
五
男
と
し
て

生
ま
れ
、
一
九
一
九
年
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
を
卒
業
、
シ
カ
ゴ
大
学
で

酪
農
学
を
学
ん
だ
後
、
花
島
煉
乳
が
合
併
し
た
極
東
煉
乳
株
式
会
社
で
三
六

年
ま
で
役
員
と
三
島
工
場
長
を
務
め
て
い
た
。

（
８０
）
「
婦
人
農
業
服
改
良
座
談
会
」『
婦
人
之
友
』
二
五
巻
八
号
、
一
九
三
一
年

八
月
、
七
〇
頁

（
８１
）
『
婦
人
之
友
』
二
五
巻
九
号
（
一
九
三
一
年
九
月
、
二
二
〇
頁
）
に
よ
れ

ば
、
極
東
煉
乳
株
式
会
社
は
自
由
学
園
の
消
費
組
合
部
に
バ
タ
ー
や
煉
乳
を

販
売
し
て
お
り
、
周
一
の
夫
人
は
『
婦
人
之
友
』
の
愛
読
者
で
あ
っ
た

（『
婦
人
之
友
』
二
五
巻
八
号
、
七
〇
頁
）。
極
東
煉
乳
三
島
工
場
で
は
、
自

由
学
園
の
卒
業
研
究
で
作
ら
れ
た
「
理
想
的
労
働
服
」
の
う
ち
「
工
場
服
」

も
早
速
購
入
し
て
い
る
。

（
８２
）

前
掲
「
農
事
能
率
向
上
に
熱
烈
な
る
農
村
婦
人
作
業
服
の
普
及
」

（
８３
）

静
岡
県
編
刊
『
静
岡
県
統
計
書
』
一
九
二
五
、
三
〇
、
三
五
年
版

（
８４
）

静
岡
県
警
察
部
編
刊
『
駿
豆
震
災
誌
』
一
九
三
一
年
付
属

（
８５
）

田
二
一
九
町
、
畑
一
九
二
町
を
有
し
、
農
家
の
一
戸
平
均
耕
作
地
は
七
反

九
分
（
静
岡
県
編
刊
『
静
岡
県
統
計
書

昭
和
五
年
版
』）。

（
８６
）

副
業
と
し
て
は
、
椎
茸
・
野
菜
（
大
根
）・
果
物
（
み
か
ん
）
栽
培
、
藁

加
工
、
家
畜
（
豚
・
乳
牛
）
飼
養
が
あ
り
、
生
産
し
た
米
や
近
隣
か
ら
買
い

集
め
た
米
を
精
米
し
て
伊
東
の
温
泉
旅
館
へ
売
る
、
各
種
商
品
の
行
商
、
山

林
の
植
林
・
下
刈
・
伐
採
、
金
山
の
採
掘
作
業
へ
の
出
稼
ぎ
な
ど
の
「
農
間

稼
」
が
あ
っ
た
と
い
う
（
大
仁
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
編
『
大
仁
町
誌

編
纂
資
料
』
各
巻
大
仁
町
教
育
委
員
会
）。

（
８７
）

石
井
製
糸
工
場
は
世
界
恐
慌
に
よ
っ
て
採
算
が
と
れ
な
く
な
り
、
人
員
削

減
も
し
た
が
三
七
年
に
は
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
（
一
九
三
七
年
一
二
月
二
七

日
付
静
岡
新
報
。
記
事
上
で
は
、
伊
豆
製
糸
株
式
会
社
の
名
前
に
な
っ
て
い

る
）。

（
８８
）

前
掲
『
駿
豆
震
災
誌
』
三
頁

（
８９
）

日
本
金
銭
登
録
機
株
式
会
社
は
三
一
年
に
工
場
の
三
分
の
二
が
焼
け
た
こ

と
も
あ
っ
て
経
営
が
不
安
定
と
な
り
（
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
所
蔵
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『
日
本
金
銭
登
録
機
株
式
会
社
営
業
報
告
書
』
二
三
期
、
三
三
期
、
三
七

期
））
一
時
人
員
を
削
減
し
た
。

（
９０
）

田
中
村
の
工
業
は
比
較
的
早
く
復
興
し
た
と
み
ら
れ
る
。
石
井
製
糸
工
場

は
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
日
本
金
銭
登
録
機
株
式
会
社
は
火
事
の
あ

と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
提
携
、
四
〇
年
代
に
入
る
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
工
場
に
な
っ

た
（
前
掲
『
日
本
金
銭
登
録
機
株
式
会
社
営
業
報
告
書
』
各
年
度
）。『
三
島

市
誌
』
に
よ
れ
ば
、
金
属
工
業
は
三
〇
年
代
後
半
か
ら
順
調
に
生
産
を
伸
ば

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
村
内
に
あ
っ
た
東
洋
醸
造
株
式
会
社
も
三
七
年
以
降
、

特
に
酒
の
売
り
あ
げ
を
伸
ば
し
た
（
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
所
蔵
『
東

洋
醸
造
株
式
会
社
営
業
報
告
書
』
各
期
）。

（
９１
）

以
後
、
三
得
婦
人
作
業
服
普
及
の
記
述
は
前
掲
『
週
刊
婦
女
新
聞
』
記
事

及
び
、
Ｊ
Ｃ
総
研
所
蔵
日
本
農
業
文
庫
に
あ
る
、
土
屋
忠
作
「
三
得
婦
人
作

業
服
普
及
及
計
画
実
行
」
静
岡
県
社
会
課
編
刊
『
国
民
更
生
運
動
に
関
す
る

資
料
第
二
輯

生
活
改
善
実
行
事
例
』
一
九
三
三
年
。
土
屋
忠
作
「
改
善
に

改
善
を
加
へ
た
る
三
得
婦
人
作
業
服
と
其
の
普
及
」
静
岡
県
社
会
課
編
刊

『
国
民
更
生
運
動
に
関
す
る
資
料
第
四
輯

生
活
改
善
実
行
事
例
』
一
九
三

五
年
に
よ
る
。

（
９２
）

前
掲
「
農
事
能
率
向
上
に
熱
烈
な
る
農
村
婦
人
作
業
服
の
普
及
」

（
９３
）

Ｊ
Ｃ
総
研
所
蔵
日
本
農
業
文
庫
、
土
屋
忠
作
「
婦
人
作
業
服
の
統
制
運
動

と
基
本
金
の
造
成
」
静
岡
県
社
会
課
編
『
国
民
更
生
運
動
に
関
す
る
資
料
第

五
輯

生
活
改
善
実
行
事
例
』
一
九
三
五
年

（
９４
）

土
屋
忠
作
「
三
得
婦
人
作
業
服
普
及
及
計
画
実
行
」

（
９５
）

一
九
三
七
年
に
は
中
島
主
婦
会
で
「
室
住
村
主
婦
会
長
並
に
土
屋
忠
作
氏

（
作
業
服
調
整
〔
マ
マ
。
調
製
カ
〕
斡
旋
者
）
を
迎
え
て
」「
新
に
調
整
〔
マ

マ
〕
せ
る
作
業
着
を
着
し
一
同
記
念
撮
影
」
し
た
と
あ
る
（
大
仁
町
文
化
財

保
護
審
議
委
員
会
編
『
大
仁
町
誌
編
纂
資
料

第
一
一
輯

神
島
・
中
島
区

史
』
大
仁
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
、
一
七
二
頁
。
こ
の
部
分
は
中
島

主
婦
会
の
記
録
に
よ
る
）。

（
９６
）

土
屋
忠
作
「
婦
女
作
業
服
能
率
増
進
は
作
業
服
の
改
善
か
ら

三
得
婦
人

作
業
服
の
作
成
を
奨
む
」『
静
岡
県
農
会
報
』
四
〇
巻
九
号
、
一
九
三
六
年

六
月
五
九
頁

（
９７
）
『
週
刊
婦
女
新
聞
』
一
七
二
八
号
（
一
九
三
三
年
七
月
二
三
日
）
四
面
に

は
、
土
屋
せ
い
が
「
三
得
婦
人
作
業
服
の
特
色
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

（
一
）
上
衣
と
下
衣
と
が
別
々
に
作
つ
て
あ
る
か
ら
、
洗
濯
が
部
分
的
に
出

来
る
。

（
二
）
袖
は
ワ
イ
シ
ヤ
ッ
﹇
マ
マ
﹈
の
や
う
に
な
つ
て
い
る
の
で
、
手
の
動

き
が
敏
捷
に
出
来
る
。

（
三
）
下
衣
が
半
ズ
ボ
ン
型
に
な
つ
て
い
る
の
で
歩
く
の
に
足
が
速
い
。

（
四
）
バ
ン
ド
を
附
け
て
あ
る
か
ら
帯
が
い
ら
な
い
。

（
五
）
筒
袖
で
あ
る
か
ら
襷
が
い
ら
ぬ

（
六
）
下
衣
の
裾
を
く
く
つ
て
あ
る
か
ら
風
紀
上
か
ら
も
安
全
で
あ
る
。

（
七
）
別
段
に
気
が
ね
す
る
に
及
ば
な
い
か
ら
頗
る
活
動
が
出
来
る
。

（
八
）
寒
風
に
も
犯
さ
れ
な
い
。

（
九
）
ブ
ト
に
喰
は
れ
る
憂
ひ
が
な
い

（
一
〇
）
田
の
草
を
取
る
に
も
股
の
こ
す
る
恐
れ
が
な
い
。

（
一
一
）
上
衣
の
袖
に
ホ
ツ
ク
を
つ
け
て
あ
る
の
で
伸
縮
が
自
在
で
あ
る
。

（
一
二
）
上
衣
の
襟
が
和
服
の
や
う
だ
か
ら
乳
を
の
ま
せ
る
の
に
差
支
へ
な

い

（
一
三
）
安
全
第
一
を
期
し
た
為
に
用
便
に
就
て
と
か
く
の
評
が
あ
る
が
、

59



実
用
者
は
文
句
な
し
に
後
紐
を
解
い
て
容
易
に
用
を
た
し
て
い
る
。

（
一
四
）
写
真
に
撮
つ
て
比
較
し
て
見
た
が
、
感
じ
は
決
し
て
他
の
服
装
に

劣
ら
な
い
。

（
一
五
）
足
軽
く
歩
け
る
か
ら
婦
人
の
行
商
者
に
も
適
し
て
い
る
。

以
上
に
よ
つ
て
判
る
通
り
、
一
挙
に
風
紀
安
全
、
能
率
増
進
、
健
康
保
全

の
三
得
を
有
す
る
の
で
、
此
の
名
を
冠
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

（
９８
）

右
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
帯
や
襷
が
い
ら
な
い
（
四
）（
五
）、
上
衣
の
伸
縮

が
自
在
（
一
一
）
も
活
動
し
や
す
い
と
い
う
利
点
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
９９
）

た
だ
し
山
口
県
の
場
合
、
水
谷
由
美
子
ほ
か
「
モ
ン
ペ
と
サ
ル
ッ
パ
カ
マ

を
リ
デ
ザ
イ
ン
し
た
農
作
業
着
の
服
飾
デ
ザ
イ
ン
」『
山
口
県
立
大
学
学
術

情
報
』
七
号
、
二
〇
一
四
年
を
読
む
か
ぎ
り
、
同
県
で
の
改
良
野
良
着
普
及

の
歴
史
は
既
に
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１００
）
『
家
の
光
』
一
〇
巻
五
号
、
東
京
朝
日
新
聞
一
九
三
三
年
一
一
月
一
〇
日

「
制
服
の
村
」

（
１０１
）

東
京
朝
日
新
聞
一
九
三
三
年
九
月
二
三
日
「
制
服
は
モ
ン
ペ
イ
姿
」、『
主

婦
之
友
』
一
九
巻
九
号

（
１０２
）

農
林
省
経
済
更
生
部
編
刊
『
婦
人
の
経
済
更
生
活
動
事
例
二
』
一
九
三
四

年
。
前
掲
『
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
農
業
労
働
調
査
所
報
告
二
一
』

（
１０３
）

郷
土
教
育
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
純
郎
『
増
補

郷
土
教
育
運
動
の
研
究
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
（
初
版
は
一
九
九
八
年
）。
外
池
智
『
昭
和
初

期
に
お
け
る
郷
土
教
育
の
施
策
と
実
践
に
関
す
る
研
究
』
Ｎ
Ｓ
Ｋ
出
版
、
二

〇
〇
四
年
。
参
照

（
１０４
）

前
掲
『
綜
合
郷
土
研
究
』
序

（
１０５
）

以
後
、
展
覧
会
の
記
述
は
山
梨
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
所
蔵
、『
山
梨

教
育
』
四
四
九
号
、
一
九
三
五
年
八
月
に
よ
る
。

（
１０６
）
「
カ
ラ
サ
ン
」
前
掲
『
綜
合
郷
土
研
究
』

（
１０７
）

山
梨
県
立
女
子
師
範
学
校
編
刊
『
微
細
郷
土
研
究
』
一
九
三
七
年
、
三
一

三
頁
。

（
１０８
）

前
掲
『
微
細
郷
土
研
究
』
三
一
三
頁

（
１０９
）

長
野
県
開
拓
自
興
会
満
州
開
拓
史
刊
行
会
編
刊
『
長
野
県
満
州
開
拓
史

総
編
』
一
九
八
四
年
、
一
三
五
〜
一
三
七
頁
。
同
書
の
出
典
で
あ
る
『
産
業

之
礎
』
二
五
四
号
（
一
九
三
三
年
八
月
）。
県
立
長
野
図
書
館
所
蔵
、
長
野

県
編
刊
『
昭
和
十
年
度
農
村
経
済
更
生
計
画
進
捗
状
況
』
一
九
三
六
年
、
附

表
で
も
確
認
。

（
１１０
）

長
野
県
『
長
野
県
民
俗
編
１
�
東
信
地
方
』
県
史
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
、

四
三
二
頁
。

（
１１１
）

信
濃
毎
日
新
聞
一
九
三
四
年
九
月
一
八
日
五
面
「
農
村
非
常
時
を
聴
く
／

上
小
女
青
団
長
訪
問
記
（
２
）
塩
尻
村
双
葉
会
長
北
沢
梅
子
さ
ん
談
。
彼
女

は
記
事
に
よ
れ
ば
、『
家
の
光
』
と
『
婦
人
之
友
』
を
読
み
、
村
内
で
研
究

会
を
開
い
て
い
る
と
い
う
。
両
誌
の
農
村
へ
の
影
響
力
の
一
端
を
示
す
も
の

だ
ろ
う
。

（
１１２
）

Ｊ
Ｃ
総
研
所
蔵
日
本
農
業
文
庫
、
産
業
組
合
中
央
会
長
野
支
会
編
刊
『
長

野
県
産
業
組
合
青
年
連
盟
並
婦
人
会
活
動
状
況
』
一
九
三
五
年
。

（
１１３
）

信
濃
毎
日
新
聞

一
九
三
四
年
九
月
二
十
日

（
１１４
）

服
飾
の
分
野
で
は
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
経
営
分
析
が
進
み
、
戦
前
の

ア
パ
レ
ル
産
業
の
勃
興
期
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
山
崎
広

明
・
阿
部
武
司
『
織
物
か
ら
ア
パ
レ
ル
へ
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二

年
、
第
二
部
第
二
章
縫
製
加
工
業
へ
の
進
出
。
岩
本
真
一
『
ミ
シ
ン
と
衣
服

の
経
済
史
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
第
三
章
中
規
模
工
場
の
経
営
動
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向
な
ど
）。
こ
れ
ら
が
研
究
す
る
企
業
は
作
業
着
を
販
売
し
て
お
り
、
い
ず

れ
は
農
村
の
洋
装
化
、
な
か
で
も
男
性
の
洋
装
化
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
乳
と
蜜
の
流
る
ゝ
里
』
を
書
い
た
賀
川
豊
彦

に
よ
っ
て
、
一
九
二
一
年
か
ら
農
村
男
性
向
け
の
制
服
「
賀
川
服
」
と
い
う

も
の
が
売
り
出
さ
れ
、
一
定
の
需
要
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
も
あ
る
。
農
村

男
性
の
制
服
と
洋
装
化
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
１１５
）

井
上
雅
人
『
洋
服
と
日
本
人
―
国
民
服
と
い
う
モ
ー
ド
―
』
廣
済
堂
出
版
、

二
〇
〇
一
年

（
１１６
）

N
ew
Y
ork

:A
lfred

A
.K
nopf

、
一
九
九
四
年

（
１１７
）
『
ミ
シ
ン
と
日
本
の
近
代
―
消
費
者
の
創
出
―
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一

三
年
、
二
二
二
頁
。

（
１１８
）

前
掲
『
日
本
民
俗
地
図
』
解
説
、
一
七
頁

（
１１９
）
『
大
仁
町
誌
編
纂
資
料
第
一
三
集

白
山
堂
村
史
』
大
仁
町
教
育
委
員
会
、

一
九
九
六
年
、
口
絵
。『
大
仁
町
誌
編
纂
資
料
第
一
五
集

宗
光
寺
村
史
』

同
、
二
〇
〇
二
年
、
口
絵
。

（
１２０
）

日
浅
治
枝
子
「
下
衣
」
前
掲
『
日
本
の
労
働
着
』
三
〇
九
〜
三
一
一
頁
。

（
１２１
）

高
橋
晶
子
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
山
梨
県
の
カ
ル
サ
ン
と
モ
ン
ペ
は
混

同
さ
れ
が
ち
で
（「
カ
ル
サ
ン
か
モ
ン
ペ
か
」『
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』
三
九
巻

八
号
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
田
中
村
で
も
戦
後
の

聞
き
取
り
で
は
「
戦
時
中
」
は
「
モ
ン
ペ
」
を
穿
い
た
と
い
う
証
言
が
出
て

く
る
。

（
１２２
）
「
も
ん
ぺ
い
で
働
く
旧
家
の
奥
さ
ん
」『
婦
人
之
友
』
三
二
巻
二
号
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